


別紙１ 

 

１ 管理に係る業務の実施状況に関する事項 

 

(1) 指定管理業務の基本的な運営方針に基づく指定管理業務の実施状況 

ア 運営方針 

(ｱ) 調査研究事業等として、道内所在の重要遺跡確認調査、埋蔵文化財の保護、保存、活用

を図り、効果的・効率的な調査方法及び最新技術に関する研究、出土文化財の保存処理、

分析、同定、鑑定を行った。 

また、出土文化財の収蔵・保管については、北海道出土文化財取扱要綱等により整理・

保管し、いつでも活用できるよう管理した。 

(ｲ) 普及啓発事業として、埋蔵文化財の基礎的知識を養い、保護の必要性を示す展示公開を

行うとともに、各種資料・情報を道民に提供することなどにより、埋蔵文化財に触れ親し

む機会を拡大し、埋蔵文化財保護思想の普及啓発と意識の高揚を図った。 

また、各分野の専門家を招いての講演会開催、児童・生徒や一般住民を対象とした、

埋蔵文化財の基礎的な学習や、調査現場での体験発掘・石器作り等を行い、埋蔵文化財に

対する関心と理解を深め、保護思想の高揚を図った。 

 イ 維持管理方針 

(ｱ) 施設の衛生的環境の確保や空気調和・給排水衛生設備の点検、消防用設備等に係わる点

検業務、自家用工作物の保安管理などの維持管理は、関係法令等に基づき実施し、施設利

用者の安全と快適な環境の確保に努めた。 

(ｲ) 利用者が常に快適に利用できるよう、適切な施設の管理を行い、施設の利用状況を常に

把握し、効率的な施設保守点検、警備等を実施し、善良なる管理者の注意をもって事故、

災害、犯罪等を未然に防止するよう努めた。 

    

 

(2) 組織体制、人員配置、研修等の実績 

ア 組織体制、人員配置計画 

北海道立埋蔵文化財センターの管理運営に直接携わる職員は、別紙「組織体制等」の組織図

のとおりであり、事務分掌により職員を配置した。 

実務は、役員２人、総務部５人及び調査部７人の合計１４人がそれぞれの業務に関わって

実施した。 

「北海道立埋蔵文化財センター」の業務実施上の機構としては、理事長を所長とし、副理事

長及び専務理事を副所長として管理運営の総括的な責任体制を整え、総務部は主として要求水

準書で示された維持管理業務及び運営業務を、調査部は主として調査研究事業、収蔵保管事業

及び普及・啓発事業を担当し、担当課に適任者を配置した。 
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イ 研修実績 

公益財団法人北海道埋蔵文化財センターは、定款に定められた事業をより充実し実施する上

からも、また、道内のセンター的な役割を果たしていくためにも、職員がより専門性や必要な

技術を習得していくことが求められていることから、職員の研修には可能な限りの措置を行っ

た。一部はオンライン開催となった。 

 

 

 

 内容 実績 実施日時 場所 備考 

文化財に

係る専門

機関等の

研修等 

独立行政法人国

立文化財機構奈

良文化財研究所

文化財担当者研

修 

遺跡地図・GIS

課程 1名 

2023.7.24

～28 

奈良市  

文化財三次元

計測課程（入

門）1名 

2023.8.30

～9.1 

奈良市  

第 15回文化財写

真技術研修会 

1名 2023.7.7～

8 

奈良市  

文化庁文化財

（美術工芸品）

保存修理講習会 

1名 2023.12.19 

 

オンラ

イン 

ライブ配信（後

日、アーカイブ

にてオンデマン

ド配信） 

令和 5年度全国

公立埋蔵文化財

センター連絡協

議会第 35回研修

会 

1名 2023.10.19

～20 

 

松山市  

全国埋蔵文化財

法人連絡協議会

研修会 

1名 2023.11.1

～2 

水戸市  

全埋蔵文化財担

当職員等講習会

（文化庁・和歌

山県教育委員

会） 

1名 2024.1.31

～2.2 

 

和歌山

市 

 

1 名 2024.1.31

～2.2 

オンラ

イン 

 

アイヌ文化財専

門職員等研修会

（北海道教育委

員会） 

1名 2024.2.20 

 

札幌市 

 

 

北海道東部の竪

穴住居跡群調査

懇話会 

1名 2024.3.14 札幌市 

 

 

公益法人

講座等 

全国公益法人協

会主催等 

講習会（イン

ボイス制度）1

名 

2023.6.15 

 

東京都

千代田

区 

 

講習会（社会

保険事務）1

名 

2023.9.19 札幌市  
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別紙 

 

組織体制等 

 

 ① 総括責任者 

 

役 職 名 氏  名 団体の役職名 備  考 

所 長 長 沼  孝 理 事 長  

 

 

 ② 組織図 （令和５年４月１日現在） 

 

 

 

総務課

　課長　小杉　充

　主任　鎌田　望

　参与　葛西　宏明

総務部長 3

　馬橋　功

1 会計課

　課長　中村　貴志

1

理事長 専務理事 常務理事

長沼　孝 （兼務） （兼務） 普及活用課

1 (1) (1) 　課長　倉橋　直孝

　主査　芝田　直人

　主査　坂本　尚史

第１調査部長 3

　鈴木　信

1 第１調査部第１調査課

　課長　中山　昭大

　主査　立田　理

　主任　田口　尚

　主任　菊池　慈人

4

- 3 -

401204
四角形
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四角形
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 ③ 事務分掌 

課名等 内　　　　　容

総務課

　１ 予算に関すること
　２ 指定管理者に係る協定に関すること
　３ 業務委託契約に関すること
　４ 庁舎の維持管理・取締りに関すること
　５ 臨時職員に関すること
　６ 保険に関すること

会計課

　１ 職員給与及び役員報酬の支給に関すること
　２ 決算及び会計事務に関すること
　３ 会計帳簿の記録管理及び証拠書類の編集、保管に関すること
　４ 資金の管理に関すること

普及活用課

　１ 公立埋文協に関すること
　２ 団体入館者、問い合わせの対応に関すること
　３ 調査研究事業に関すること
　４ 収蔵保管事業に関すること
　５ 普及啓発事業に関すること

第１調査部
第１調査課

　１ 出土文化財の保存科学に関すること
　２ 自然科学的調査と分析に関すること
　３ 普及活用に係る写真に関すること
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 ④ 緊急時連絡体制 

 

 （発見者） 

１ 第１発見者は、下記の第１連絡者と連絡がとれない場合は、第２連絡者又は第３連絡者に連絡（電話）する。 

    ① 総務部長            第１連絡者 

    ②  第１調査部長        第２連絡者 

    ③  第２調査部長        第３連絡者 

２ 第１連絡者～第３連絡者は、連絡を受けた場合、理事長、専務理事、総務部長に連絡する。 

３ 総務部長は関係機関、文化財・博物館課等へ連絡する。 

４ 各部長から各課長へ連絡する。 

５ 各課長は、課員に連絡する。 

1　火災発生連絡系統図

防火管理者 消防署

総務部長 道教委文化財・博物館課

道教委文化財・博物館課 理事長

警備委託会社 総務部長

消防署 職員連絡網 事務局長

道教委文化財・博物館課主幹 理事長

当日勤務職員 総務部長

消防署 職員連絡網 事務局長

2　警察への連絡系統図

総務部長 江別警察署

総務課長 道教委文化財・博物館課

理事長

警備委託会社 総務部長

江別警察署 道教委文化財・博物館課主幹 事務局長

理事長

当日勤務職員 総務部長

江別警察署 道教委文化財・博物館課主幹 事務局長

3　病院への連絡系統図

総務部長

総務課長

救急指定病院 理事長

当日勤務職員 総務部長

事務局長

病　　　院

土曜
・
日曜
・
祝日
開館日

平日
昼間

通報連絡班

夜間
・
休日

土曜
・
日曜
・
祝日
開館日

平日
昼間

職　　　員

夜間
・
休日

土曜
・
日曜
・
祝日
開館日

平日
昼間

職　　　員

指示

指示
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(3) 事業等の実施項目、年間スケジュール等に対する実績 

 

 ア 事業及び業務の実施項目 

 

(ｱ) 企画展示 

 

① ・ 事 業 名： 「(公財)北海道埋蔵文化財センター令和４年度調査成果」展 

        ・ 開催期間： 令和５年３月２５日（土）～５月２８日（日） 

          ・ 展示内容：  （公財）北海道埋蔵文化財センターが令和４年度に実施した発掘調査

と整理作業の成果を、出土した遺物を中心に写真や解説パネルなどで

紹介した。 

 

        ② ・ 事 業 名： 「北海道・北東北の縄文遺跡群 2「すすめ！縄文 ワールド」 

           ・ 開催期間： 令和５年７月８日（土）～９月２４日（日） 

           ・ 展示内容：  世界文化遺産に登録された北海道・北東北の 縄文遺跡群の土地利用

や集落の変遷、精神文化を 体感的に展示し、世界遺産や縄文文化への

関心を高め、より理解を深めることを目的とする。 

                           

        ③ ・ 事 業 名： 「北海道遺跡百選 16」「美々４式」を再考する－ 縄文時代晩期初頭

の土器群－ 

           ・ 開催期間：  令和５年１２月２日（土）～令和６年２月２５日（日） 

           ・ 展示内容： 昭和 51（1976）年に北海道教育委員会により 調査された千歳市美々

４遺跡、苫小牧市美沢１遺跡 では、マウンドを伴う墳墓群およびその

周辺から縄 文時代晩期初頭の土器がまとまって出土した。    

                        昭和 57（1982）年、林謙作氏はこれらの資料をもとに大洞 B 式に併

行する土器型式として「美々４式」を設定した。「美々４式」は大洞

系、類大洞系、非大洞系の３要素で構成され、後期末の御殿山式土器

の系譜を引く非大洞系が中核をなすとされた。しかし、その後林謙作

氏は「美々４式」を自ら撤回し、その経緯を明らかにせず亡くなって

しまう。「美々４式」は報告書に掲載された出土状況が不明瞭で、標

式資料が一般に公開されなかったこともあり、長らく幻の土器型式と

されてきた。   

令和３（2021）年、公益財団法人北海道埋蔵文化財センターにより

美々４遺跡の調査が再開され、昭和 51 年調査範囲に接する北側でマ

ウンドを伴う墳墓 （盛土墓）の続きが検出された。これによりマウン 

ドの構造や遺物の層位的な出土状況などが明らかになってきた。 

今回は、「美々４式」の標式および関連資料を併 せて展示し、晩期

初頭の土器群について、最新の知見をもとに解説を行った。 

 

        ④ ・ 事 業 名：  北の縄文 世界遺産 北海道・北東北の縄文 遺跡群展 

      ・ 開催期間：  令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日(日) 

           ・ 展示内容：  令和元年⒓月に世界遺産となった「北東北・ 北海道の縄文遺跡群」

の内容について、主に写真を用いて紹介する。 

 

         

   (ｲ) 講演会等 （道民カレッジ連携） 

 

       ① ・ 事 業 名： （公財）北海道埋蔵文化財センター令和４年度調査報告会 

           ・ 開催日時： 令和５年４月１５日（日） １３：３０～１６：３０ 

           ・ 内  容： 令和４年度に（公財）北海道埋蔵文化財センターが調査を行った遺跡

について、スライドを使用して発掘成果の報告を行った。 
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      ・ 参 加 者： ４８名 

 

② ・ 事 業 名： 秋季講演会「縄文から弥生・続縄文へ ２」 

「東北地方における縄文文化から弥生文化」 

           ・ 開催日時： 令和５年９月１６日（土） １３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 元仙台市教育委員会 斎野 裕彦 氏 

      ・ 内  容： 東北地方の一部には、中部、関東地方を通 り越すように、いち早く

西日本の弥生文化が到達するが、生業の編成・展開には地域性がみら

れる。北日本の続縄文文化と西日本の弥生文化に挟まれ、東北地方の

特色ある弥生文化について詳しい講師が解説を行った。 

           ・ 参 加 者： ６０名 

 

        ③ ・ 事 業 名： 冬季講演会「縄文から弥生・続縄文へ ４」  

「道東北の遺跡からみる縄文時代晩期から続縄文 時代前半期」 

        ・ 開催日時： 令和６年１月２０日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 東京大学大学院人文社会系研究科教授 熊木 俊朗 氏 

           ・ 内  容： 道東北地域における縄文―続縄文への移行期は、東北地方当該期の文

化受容や道央部への文 化流入がみられ、特色あるものとなっている。

北 見市常呂にある東京大学常呂実習施設で長年学術調査に携わってき

た講師より、研究成果を解説していただいた。 

        ・ 参 加 者： ６４名 

 

   (ｳ) 考古学講座（道民カレッジ連携） 

 

        ① ・ 事 業 名： 「縄文から弥生・続縄文へ １」  

「中央高地の縄文文化から弥生文化 

―石器の移り変わりに見る当時の生活と地域間交流―」 

           ・ 開催日時： 令和５年５月２７日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 長野県教育委員会事務局 文化財専門員 馬場 伸一郎 氏  

           ・ 内  容： 縄文時代の終わり頃、雑穀栽培に関係の深 い石製道具へと変化する

中央高地では、弥生時代 中頃以降、本格的な水稲農耕の導入とともに

道具の鉄器化が進む。しかし、広い中央高地の各地を比べると、道具

の変化の過程は決して同じではなかった。その背景を、地形と隣接地

域との関係から当該地域での研究を続けてきた講師が解説した。 

           ・ 参 加 者： ５８名 

 

    ② ・ 事 業 名： 「キーワードで読み解く北海道北東北の縄文 遺跡群 2」 

「北海道・北東北の貝塚」 

         ・ 開催日時：  令和５年７月２２日（土） １３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター第１調査部第２調査課 

 福井 淳一  

           ・ 内  容： 道立センター５期目の要求水準書に、年１度以上「北海道・北東北の

縄文遺跡群」の講座・講演会を行うよう指示があり、それに合わせ

て、令和４年度から「キーワードで読み解く北海道 北東北の縄文遺跡

群」 のシリーズを開始した。貝塚・集落・墓の観点から 1 年 1 回の

講座を通して、 解説していくこととし、２回目は、北海道・北東 北

の貝塚調査からの知見を講師に解説をいただいた。 

      ・ 参 加 者： ６２名 

 

    ③ ・ 事 業 名： 「縄文人に挑戦」 

           ・ 開催日時： 令和５年１０月２８日（土）１３：３０～１５：３０ 
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           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 坂本 尚史 

           ・ 内  容：  縄文人が利用した素材と道具で、遺物を再現。どれだけ縄文人に迫る

ことができるのか。今年度はベンケイガイを素材とした貝輪つくりを 

テーマとした。講座では①貝輪の諸特徴・歴史・素材貝の種類などの

解説、②貝輪実物観察、③貝輪製作体験を通して縄文時代のものづく

りの技術と資料の観察方法を学習した。 

           ・ 参 加 者： ２３名 

 

        ④ ・ 事 業 名：  「縄文から弥生・続縄文へ 3」  

「道央部の遺跡からみる縄文時代晩期から続縄文時代前半期」 

           ・ 開催日時： 令和５年１１月１８日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター常務理事 鈴木 信 

           ・ 内  容： 道央部における縄文時代晩期から続縄文文化前半期は、東北地方の弥

生文化の受容、道東北地域の続縄文文化の流入など、他地域との交流

もあり特色あるものとなっている。江別市対雁２遺跡調査に携わり当

該期の研究を続けてきた講師が成果を紹介した。 

      ・ 参 加 者： ５９名 

 

        ⑤ ・ 事 業 名：  「比べてわかる道内の竪穴群２」 

「北東アジアの集落遺跡と北海道東部の竪穴住居跡群」 

           ・ 開催日時：  令和６年３月１６日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 札幌学院大学人文学部教授 臼杵 勲 氏 

           ・ 内  容：  道立センター５期目の要求水準書に、年１度以上「北海道内の竪穴

群」の講座・講演会を行うよう指示があり、それに合わせて、令和４

年度から「比べてわかる道内の竪穴群」のシリーズを開始した。２回

目は、「北東アジアの集落遺跡と北海道東部の竪穴住居跡群」と題し

て、北東アジアの集落遺跡と北海道東部の竪穴住居跡群について、造

詣の深い講師から話をいただいた。 

      ・ 参 加 者： ６３名 

 

   (ｴ) こども考古学教室 

① ・ 事 業 名： 「こども考古学教室」まいぶん遺跡探検隊（第１次） 

土器「科捜研のこども」 

           ・ 開催日時：  令和５年８月５日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師：（公財）埋蔵文化財センター普及活用課 坂本 尚史 

           ・ 内  容： 圧痕レプリカ法をテーマとし、複製の圧痕土器からシリコンレプリカ

を取り植物種子を同定する内容で、考古学と科学分析の関係、縄文時

代 の植物栽培について体験を通して学習した。縄文時代に起こった事

件を、犯人が残した「圧痕土器」の手掛かりから解決するストーリー

を導入とし、参加者は標本つくりとレプリカ圧痕つくりを通して、土

器に残された小さな穴からも多くの情報を知り得ることを体験した。

参加者は普段 触れることのない実験器具や薬剤に高い興味・関 心を

示し、積極的に実験を進め、配布の探検手帳に成果を記録した。 

           ・ 参 加 者： ８名 

 

    ② ・ 事 業 名：  「こども考古学教室」まいぶん遺跡探検隊（第２次） 

「縄文土器のヒミツをさぐれ！ 拓本に挑戦 しよう！」                       

           ・ 開催日時：  令和５年８月１２日（土） １３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 芝田 直人 

           ・ 内  容： 主に土器の拓本をテーマにした体験学習を 通じて、埋蔵文化財への

関心を高めることを目的としている。前半は、縄文土器について解説
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した後、実際に 縄文時代早期～晩期、続縄文時代、擦文文化期の 復

元土器を観察し、触れてみるという体験を行った。後半は拓本の概

要・方法について、パワーポイントの画像や担当者の実技により、初

心者にも理 解しやすい説明を試みた。その後、参加者は縄文 時代早

期～晩期、続縄文、擦文の各時期の土器片（７点）について拓本体験

を行った。拓本には千歳市キウス４遺跡、同祝梅川小野遺跡、江別市

対雁２遺跡などから出土した土器片を使用した。このほか探検手帳も

配布し、それぞれのオリジナル 拓本を時期ごとに貼り付けられるよ

うにした。 参加者は、土器の文様の変遷や遺物の整理・記録方法に

ついて意欲的に学習し、ちょっとした力加減で変化する拓本の出来栄

えに関心を示していた。 

      ・ 参 加 者： １４名 

 

         ③・ 事 業 名： 「親子ガラス玉づくり教室」 

           ・ 開催日時：  令和５年１１月１１日（土）１３：３０～１５：３０ 

      ・ 講  師： 遠軽町教育委員会 瀬下 直人 氏 

           ・ 内  容： 巻付け法によるガラス玉つくり教室を実施した。内容は①製作方法・

注意事項に関する座学、 ②講師実演、③ガラス玉つくり体験、④製

作体験の振り返り、⑤ガラス玉模様付け体験（トンボ玉）、⑥ガラス

玉の歴史講座・講師引き延ばし法実演、⑦徐冷したガラス玉の回収で

あった。ガラス玉つくりでは子供一人につきガスバーナーを一つ設置

し、保護者には子供のサポートをお願いした。２時間ほどの間で、一

人につき５～６個程度のガラス玉と１つ程度のトンボ玉を製作した。

参加した子供達は普段扱うことがないガスバーナーの使用や、製作難

易度の高いガラス玉つくりに緊張しながらも真剣に取組んでいた。特

に④の製作体験の振り返りでは、失敗や成功の理由を考えることで参

加者各々が次の製作へ向けて改善点を見つけ出しており、自分で考え

実践する効果的な学習が行われていた。 

           ・ 参 加 者： ２０名 

 

         ④・ 事 業 名： 「こども考古学教室」 まいぶん遺跡探検隊（第３次）  

「火おこしに挑戦！」 

           ・ 開催日時：  令和６年１月６日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 坂本 尚史 

           ・ 内  容： 教室は座学と体験学習の二部構成とし、親子での参加をお願いした。

第一部は謎解き型式の 座学「人と火の歴史を探れ」で、①火と人類の

歴史、②火がもたらした恩恵、③火おこしの方法について学習した。ま

た謎解きだけではなく、人間 が火を使った証拠にはどんなものが考え

られるか、火が人にもたらした恩恵とはなにか、のテーマについても活

発に意見交換した。さらに収蔵資料である千歳市ユカンボシ C１５遺跡

出土の火おこし具（アイヌ文化期）を観察し、資料の形状や焼け焦げの

状態について参加者に発言して貰った。 第二部は体験学習の「火おこ

しに挑戦」で、回転 摩擦式の①きりもみ式、②弓ぎり式、③ひもぎり

式、④舞いぎり式と、⑤火花式の火おこしを親子で協力して行った。参

加者は火おこしの効率の良 い操作方法を考えながら取組み、火おこし

に成功していた。本年度は綿布を蒸し焼きにして炭化させた「チャーク

ロス」を予め製作し、火花式の火口とした。 

           ・ 参 加 者： １４名 

 

        ⑤ ・ 事 業 名： 「こども考古学教室」 まいぶん遺跡探検隊（第４次）  

「雪の中で発掘調査に挑戦！」 
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           ・ 開催日時：  令和６年１月１３日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 芝田 直人 

           ・ 内  容： 雪を掘り込み、埋め戻した模擬的な土坑の発掘調査体験を実施した。

検出から完掘までの発掘調査の手順を体験することにより、埋蔵文化財 

調査の観点や遺構の性格についての判断などを学ぶことを目的としてい

る。 

  第１部「発掘調査のヒミツをさぐれ！」では埋蔵文化財や発掘調査に

ついて基本的な説明を行った。第２部「どうしてお墓だとわかった

の？」では土坑の種類や墓の認定について解説した。第３部の「発掘調

査にちょうせん！」では、まず発掘 調査の道具・手順などを説明し

た。その後、屋外で雪に埋もれた墓坑を模した穴を検出することから始

まり、半截、断面観察、出土遺物の記録、完掘といった一連の発掘体験

を行った。最後は、掘り出したミニチュア（模造品）のママチ遺跡の土 

面、美々４遺跡の土偶・動物形土製品について展示室で解説した。この

ほか探検手帳も配布し、体験中にスマートフォンで撮影した調査写真を

貼り付けられるようにした。 

           ・ 参 加 者： ８名 

 

        

      (ｵ) 出前講座 

 

 

 

   (ｶ) 研修会 

 

   ①・ 事 業 名： 令和５年度埋蔵文化財担当職員出前研修会  

「竪穴建物等復元の実際について（Ⅱ）」 

    ・  開催日時： 令和５年９月１４日（木） 

    ・ 開催場所： 北見市ところ遺跡の森 

    ・ 内  容： 研修１:「竪穴建物等復元の実際」   

（公財）北海道埋蔵文化財センター理事長 長沼 孝 

            研修２:「常呂町内の竪穴建物等復元の事例」 

 実施場所 実施日 
参加 

人数 

１ 苫前町公民館 令和５年 ６月２４日（土） ９名 

２ 京極町立京極中学校 令和５年 ７月１４日（金） ２５名 

３ 占冠村立トマム学校 令和５年 ８月２３日（火） ３３名 

４ 愛別町 B＆G海洋センター 令和５年 ８月 ９日（水） ５１名 

５ 岩見沢市立郷土科学館 令和５年 ９月 ２日（土） １９名 

６ 仙台藩白老元陣屋資料館 令和５年１２月２３日（土） １７名 

７ 新冠町レ・コード館 令和６年 ２月 ３日（土） ２１名 

８ 音更町生涯学習センター 令和６年 ２月１０日（土） ２９名 
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             北見市ところ遺跡の森 所長 山田 哲 氏 

            研修３: 釧路市北斗遺跡の竪穴建物等復元の事例」 

             釧路市立博物館 主査 澤田 恭平 氏                  

    ・ 参 加 者： 市町村職員等９名、センター職員２名、計１１名。           

 

   ②・ 事 業 名：  

       ・ 開催日時： 令和５年１２月１５日（金） 

    ・ 開催場所： 北海道立埋蔵文化財センター研修室 

    ・ 内  容： 令和５年度埋蔵文化財担当職員研修会Ⅱ  

「埋蔵文化財発掘調査の現状と文化財デジタル データの利活用につい

て」 

 研修１:「講義：埋蔵文化財保護行政の現状と課題」 

  文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門化財調査官 大澤 正吾 氏 

 研修２:「講義：全国遺跡報告総覧および文化財デジタルデータの利活

用について」 

 研修３:「ワークショップ：文化財デジタルデータを公開する」 

  奈良文化財研究所企画調整部文化財情報研究室主任研究員  

高田 祐一 氏 

・ 参 加 者： 市町村職員等２４名、センター職員１０名、計３４名 
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  イ 年間スケジュール 

        以下のとおり 

 

区　分 ８月項　　　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ３月

調
査
研
究
事
業

重要遺跡確認調査

埋蔵文化財の調査研究

分析・鑑定・保存処理等

市町村
支援

研修会等の
開催

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

収蔵
・保管
事業

受入、分類・整理、保管等

普
及
啓
発
事
業

展示公開

常設展示

企画展示

特別利用等

年報等の作成・配布等

講
座
等
の
開
催

考古学講座

こども
考古学教室

出前講座

教育連携講座

講演会
調査報告会

春季講演会

秋季講演会

縄文人に挑戦

縄文から弥生へ2

縄文から弥生へ4

比べてわかる道内の竪穴群1

北海道遺跡百選16

まいぶん遺跡探検隊３・４まいぶん遺跡探検隊１・２ 親子ガラス玉つくり

研修会出前研修会

調査成果展

現地調査 整理作業

興部町興部豊野竪穴群(B)

北海道・北東北の縄文遺跡群展

キーワードで読み解く北海道・北東北の縄文遺跡群1

8回実施

北の縄文 ～世界遺産 北海道・北東北の縄文遺跡群～展
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(4) 各業務の実施計画に対する実績  

 

 ア 利用提供業務に関する実績（開館日・休館日・開始時間等及び具体的な利用提供の実績） 

    (ｱ) 開館日・休館日 

        設置条例第７条ただし書きの祝日開館日及び臨時休館日は次のとおりとした。 

 

区 分              月   日              理   由 

 

祝日開館日 

 

  ４月２９日（土）昭和の日   

道民サービス向上のための開館  

               
  ５月 ３日（水）憲法記念日 

  ５月 ４日（木）みどりの日 

  ５月 ５日（金）こどもの日 

   ７月１７日（月）海の日 

  ８月１１日（金）山の日 

   ９月１８日（月）敬老の日 

  ９月２３日（土）秋分の日 

 １０月 ９日（月）スポーツの日 

 １１月 ３日（火）文化の日 

 

臨時休館日 

 

  ５月 ２日（火）      

展示替等による休館 

 
  ５月 ９日（火） 

   ７月１８日（火） 

  ９月１９日（火） 

  ９月２０日（水） 

 １０月１０日（火） 

  １月 ９日（火） 

  ３月１９日（火） 

  ３月２１日（木） 

  ３月２２日（金） 

 

    (ｲ) 開館時間 

         開館時間は、午前９時３０分から午後４時３０分までとした。 

    (ｳ) 利用提供業務の実施実績 

       ａ 障害者・高齢者等の取り組みについて 

      現在、道立埋蔵文化財センターの駐車場から常設展示室までのアプローチには障害

者、高齢者等に対応する施設・設備として、車椅子用専用駐車場（２台分）、正面玄関

自動ドア、触知案内サイン（音声サイン付）、誘導用点字ブロック、オストメイト対応

トイレ（汚物流し対応トイレ）、エレベーター、非常時誘導音付き点滅型誘導灯、車イ

スが設置されている。これらを有効に活用し、障害者、高齢者等が利用しやすい施設管

理を行った。 

    ｂ 職員配置について 

     常設展示室、ホールに職員を配置し利用者への案内や、貴重な埋蔵文化財の監視業務に

従事する他、介助を必要とする障害者や高齢者等の補助等を行った。 

    ｃ 施設紹介について 

     道立埋蔵文化財センターは、子どもから高齢者まで誰でもが利用できる施設である。そ

のため、ホームページを活用し、車椅子用専用駐車場、正面玄関自動ドア触知案内サイ

ン、誘導用点字ブロック、オストメイト対応トイレ、エレベーター非常時誘導音付き点滅

型誘導灯、車イスが設置されていることを紹介した。 

     また、外国人向けのパンフレットを作成し各種事業の情報提供を行った。 

    ｄ 開館日について 

      休日の利用が多いことから、年間１０日の祝・休日を開館日として道民サービス向上を

図った。祝・休日開館日数相当の平日を臨時休館日とした。 

    ｅ 研修室、図書コーナー、体験コーナー利用について 
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      体験コーナー等の利用について広報ポスター・チラシを作成し、近隣の学校、博物館・

美術館等、公共施設、観光施設、商業施設に設置して周知し、有効利用を図った。 

 

 イ 利用促進業務に関する実績（利用促進のための事業及び利用者数の実績） 

  

  (ｱ)  調査研究事業 

     ａ 埋蔵文化財の調査研究にあっては、独立行政法人奈良文化財研究所等への研修参加や全

国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に加入し情報収集に努めるなどし調査研究を進め

た。 

    ｂ  分析・鑑定・保存処理等にあっては、専門的知識を有する調査員により遺物の特性に応

じた処理等を行った。また、市町村の指導依頼に対し適切に対応した。 

  (ｲ)  収蔵・保管事業 

     資料の整理、保管等にあっては、北海道出土文化財取扱要綱等により台帳作成し、管理し

た。 

   (ｳ) 普及・啓発事業 

      ａ 所蔵資料による通年の常設展示及び４回の企画展を開催し、年間 6,800人の利用者見込

みに対し、実績は 7,975人であった。 

   ｂ 資料の特別利用等にあっては、設置条例及び利用規則により処理し利用者の利便を図っ

た。 

   ｃ 年報を発行したほか、施設の概要案内、年間行事予定表、講演会等の各事業等のリーフ

レット・パンフレット・ポスター・チラシ類を作製した。。 

   ｄ 一般道民を対象とした講演会、報告会、考古学教室およびこども考古学教室（以上道民

カレッジ連携）、さらに市町村での出前講座を実施した。 

   ｅ 市町村埋蔵文化財担当職員を対象に研修会を開催した。 

  (ｴ) 地域との連携等 

    ａ 小中学校、高等学校、特別支援学校の歴史授業、総合学習、修学旅行、体験学習および

親子レクリエーション事業などに対し、積極的に施設を開放するとともに、勾玉づくりな

ど体験型講座を実施した。 

     また、近隣の学校にあっては職員の派遣を行い授業に参画するなどして、埋蔵文化財保

護思想の普及啓発を図りながら、施設のＰＲに努めた。 

   ｂ 埋蔵文化財に関連する講座、授業に対して施設を開放し、展示内容や具体的作業内容の

解説、体験を通じ、埋蔵文化財保護思想の普及啓発を図った。 

   ｃ 近隣大学に対しては、教材としての埋蔵文化財資料の活用をＰＲし、授業関連プログラ

ムの開発などに協力した。 

     また、博物館実習生を受け入れ、埋蔵文化財の保護・普及にかかる業務を行い、保護思

想の普及に努めた。 

   ｄ 道立図書館とは図書資料の情報交換を活発に行い、利用者の便宜を図った。 

   ｅ 展示事業については、保管資料の貸し出しなどを相互に行い、北海道の地域特性を活か

す内容とし、その充実を図った。 

   ｆ 公益財団法人北海道埋蔵文化財センターでは、遺跡見学会や体験発掘などの見学場所の

提供や解説など、発掘調査成果の情報発信に努め、埋蔵文化財に対する理解を深めた。 

   ｇ 講演会、考古学教室等を連携講座として、道民カレッジ聴講生に学習機会を提供した。 
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 ウ 維持管理業務に関する実績（施設、設備及び備品等の修繕、補修等の実績） 

 

  (ｱ) 施設の劣化、破損、変形等について日常的に点検し、迅速に修理・修繕等を行い、機能

上、安全上、美観上良好な状態に保った。 

  (ｲ) 設備等の法定点検においては、法令等の定めによる必要な点検を実施した。 

  (ｳ) 管理・供与物品を善良なる管理者の注意を持って管理し、新たに取得した物品について

は、北海道教育委員会へ報告した。 

 

 エ 保守点検業務に関する実績（定期及び随時の点検・整備等の実績） 

 

  (ｱ) 北海道立埋蔵文化財センターは道民の貴重な財産であり、指定管理者として北海道立埋蔵

文化財センター利用規則の定めを遵守し、善良な管理者として施設の内外について利用者が

常に最良の状態で利用できるようそれぞれの業務に精通した事業者に維持管理業務を委託し

た。 

   (ｲ)  施設の衛生的環境の確保や空気調和・給排水衛生設備の点検、消防用設備等に係わる点検

業務、自家用工作物の保安管理などの維持管理は、関係法令等に基づき実施し、職員及び施

設利用者の安全と快適な環境の確保に努めるよう、次の施設等の保守・点検を行った。 

    ａ 建築物の内外壁、柱、建具、床、階段等の各部位及び各室 

    ｂ 電気、空調・給排水設備機器、自動扉、地下タンク、昇降機、視聴覚放送設備及び防災

設備 

    ｃ 屋内外の物品、工作物、駐車場等 

    ｄ 芝生及び樹木等 

 

 オ 清掃・警備業務に関する実績（日常及び定期的に実施する大規模な清掃、警備等の実績） 

 

   (ｱ) 清掃 

     施設利用者が安全かつ快適に利用できるようゴミの収集・搬出を適宜行い、利用者が頻繁

に使用する展示室、閲覧コーナー、トイレなどは日常的に清掃を行った。 

    また、床の洗浄・ワックス加工、ガラス清掃等の大規模な清掃及び特別収蔵庫等の出入り

の少ない箇所については、月１回若しくは年１回又は２回の定期清掃とするなど、効率よく

組み合わせた作業を行い、施設内の美観と衛生を保った。 

  (ｲ) 警備 

       施設の利用状況を常に把握し、事故・災害・犯罪等を未然に防止し、利用者の安全を確保

するとともに財産の保全を図るための警備を次のとおり行った。 

    ａ 閉館時間から開館時間までの警備とし、警備の方法は、常駐及び機械警備の併用警備を

行った。 

      ｂ 施設内外の巡視警備を毎日、定期に行った。 

      ｃ 緊急事態に際しては、直ちに内容を把握し、関係機関へ通報し、適切な応急処置を行う

とともに通報後は教育委員会へ報告する体制をとった。 
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(5)  業務仕様に係る実績 

 

項　　　目 計　　画 実　　績 備　考

(1) 維持管理業務

ア 施設保守

(ｱ) 法定点検

①
空気調和・給排水衛

生設備運転保守
毎日運転保守

毎日保守点検（１名常駐）

○給水設備点検:毎週金曜日実施

記録簿

管理

② 自動制御保守

総合点検年１回

巡回点検年３回

機器点検年１回
（制御系統ごとに4回に分割

して実施）

○総合点検：8月実施

○巡回点検：5・11・2月実施
○機器点検：5・11・2月実施

（ほとんどの機器が経年劣化により更新必要）

記録簿
管理

③ 空調機保守点検
通常点検年１回、集中点検
年２回

○通常点検：10月実施

○集中点検：5・7月実施
（老朽化のため更新推奨）

記録簿
管理

④
自家用電気工作物

保安管理
月次１回、年次１回

○月次点検：毎月実施－異常なし

○年次点検：10月実施

（年数超過のため更新推奨）

記録簿

管理

⑤ 昇降機保守点検 月１回以上
○毎月実施－異常なし

(「既存不適格項目」ありの指摘）

記録簿

管理

⑥ 消防用設備等点検
機器点検年６ヶ月１回

総合点検年１回

○機器点検及び総合点検：9月実施

○機器点検：3月実施

記録簿

管理

⑦ 環境衛生管理

・水質検査、有害駆除、煤

煙測定、排水・汚水槽清掃
年２回、水質精密検査、貯

水槽清掃貯湯槽清掃、簡

易専用水道検査年1回、空

気環境測定２ヶ月１回

○ねずみ、昆虫防除年２回：下記の「衛生管理、有
害駆除」のとおり

○貯水槽、貯湯槽、簡易専用水道検査、排水設備

清掃、汚水槽清掃、煤煙測定：下記「衛生管理－貯

水槽清掃、汚水槽清掃」のとおり

記録簿

管理

⑧ 視聴覚放送設備保守点検 年１回 ○11月実施ー異常なし

⑨ 自動扉保守管理 ３ヶ月１回以上
○6・9・12・3月実施

（部品の製造終了のため更新推奨）

記録簿

管理

⑩ 電子顕微鏡等保守点検 年１回 ○5月実施ー異常なし

⑪ 地下タンク点検 ３年１回以上

＊完成検査を受けた日から15年以上経過のため、

年1回以上

○9月実施ー異常なし
○漏洩検査：毎週火曜日実施－異常なし

記録簿

管理

⑫
空調機・冷凍冷蔵機

器簡易点検
四半期毎点検 ○6・9・12・3月実施－異常なし

(ｲ) 物品等の管理
善良なる管理者の注意を

持って管理する。

○善良なる管理者の注意を持って管理している。－

特記事項なし

(ｳ) 修繕等

施設の劣化、破損、変形等

について日常点検、修理、

修繕を行う。

　

○施設の日常点検実施
○施設の修繕箇所：16件（計2,052,600円）

修繕決

定書管

理

(ｴ) 施設管理の記録・保存
施設の点検、修繕等の管理
状況を記録し保管する。

○施設管理記録表により記録保管している。

(ｵ) 植栽管理 　
記録簿

管理

① 芝生管理 除草、施肥、灌水等

○施肥：6月実施

○芝刈：5～9月実施

○目土・エアーレーション：9・10月実施
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② 樹木管理
剪定、施肥、薬剤散布、灌
水、冬囲い等

○冬囲い取り外し：5月実施
○施肥・剪定：6月実施
○人力除草：6～9月実施
○落葉清掃：10・11月実施
○冬囲い設置：11月実施

イ 衛生管理

(ｱ) ゴミの収集・搬出 週３回収集 週3回収集：計45.1ｍ³

(ｲ) 日常・定期清掃の実施

・日常清掃
・定期清掃（床洗浄・ワックス

塗布）

　　トイレ 月１回
　　ホール・階段 年２回
　　展示室・研修室等 年１
回
・ガラス定期清掃 年１回

○日常清掃実施
○定期清掃（床洗浄・ワックス塗布）
・トイレ：月1回実施
・ホール・階段：9・3月実施
・展示室・研修室等：3月実施
○ガラス定期清掃：6月実施

作業記
録簿管
理

(ｳ) 空気環境測定 空気環境測定隔月 ○5・7・9・11・1・3月実施ー異常なし
作業記
録簿管
理

(ｴ) 水質検査
一般検査年２回、精密検査
年１回

○一般検査：2月実施ー異常なし
○一般検査および精密検査：8月実施ー異常なし

作業記
録簿管
理

(ｵ) 有害駆除 ねずみ、昆虫防除年２回 ○4・10月実施
作業記
録簿管
理

(ｶ) 貯水槽清掃 年１回 ・8月実施
作業記
録簿管
理

(ｷ) 汚水槽清掃等

・貯湯槽清掃年１回
・汚水槽清掃年２回
・簡易専用水道検査年１回
・煤煙測定年２回
・排水設備清掃年２回

・貯湯槽清掃：8月実施
・汚水槽清掃：4・10月実施
・簡易専用水道検査：10月実施ー問題点・異常なし
・煤煙測定：10・3月実施
・排水設備清掃（薬品洗浄）：4・10月実施

作業記
録簿管
理

ウ 警備等

(ｱ) 巡視・点検等

① 定期巡視、建物点検
常駐警備による巡回を行い
建物等の点検する。

○常駐警備による巡回を行い建物等の点検をした。
○常駐警備員１名
・巡回１日４回（土・日・祝日・年末年始は６回）

(ｲ) 警備業務

①
閉館時から開館時ま
での警備

常駐警備並びに機械による
警備を行う。

○常駐警備員１日１名による警備を行った。
○警備器機（熱線センサ、シャッターセンサー、マグ
ネットセンサー）による警備を行った。

② 機械警備装置の設置
警備機器を設置し報知器の
作動による警備を行う。

○警備機器を設置し報知器の作動による警備を行っ
た。
○警備器機（熱線センサー２０台、シャッターセン
サー２台、マグネットセンサー１台）
○火災警報機器並びに防犯モニター等による監視を
行った。

③ 施設施錠
毎日の巡回警備により施錠
箇所の確認を行う。

○毎日の巡回警備により施錠箇所の確認を行った。

④ 国旗、道旗の掲揚 国旗、道旗を掲揚する ○開館日に合わせて、国旗、道旗を掲揚した。

(ｳ) 記録管理

① 巡視、警備の日誌記録
警備状況を毎日記録し保管
する。

○警備状況を毎日記録し保管した。
記録簿
管理

エ 除排雪

ｵ その他

建築物周辺、駐車場や避
難通路等の除排雪（積雪10
㎝以上で実施）

○契約期間12/1～3/31
○稼働時間合計
・トラクターショベル：114.75H
・ダンプトラック：86.50H
・バックホウ：0.00H
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(ｱ)
利用者の状況に応じた安全
指導等

○利用者の状況に応じた安全指導等を行った。

(ｲ)
環境に配慮した施設の維持
管理

○利用していない室は消灯するなど環境に配慮し
た。

(2) 運営業務

ア 施設利用

(ｱ)
案内、各種受付、資料閲
覧、貸出しの承認、指導等
適切かつ丁寧な対応

○利用者接遇のため、常設展示室に１名、ホールに
１名職員を配置し、来館者に対応するサービスに努
めた。

(ｲ)

・利用者からの苦情応答、
対応
・苦情処理簿への記録、道
教委への報告

○なし

イ 利用促進業務

○各行事について、江別市観光情報サイト・メルマガ
に掲載

○各行事について、道政広報計画希望提出、道広
報広聴課広報資料掲載依頼

(ｱ) 広報活動
教育北海道、広報えべつ、
道民カレッジガイドブック、財
団広報

・7月分の広報広聴課の「広報誌ほっかいどう」や新
聞等の媒体へ、7/22(土)開催の、キーワードで読み
解く北海道北東北の縄文遺跡群2「北海道・北東北
の貝塚」、9/16(土)開催の、秋季講演会「縄文から
弥生・続縄文へ２」「東北地方における縄文文化から
弥生文化」の掲載希望を提出

○道民カレッジ
・講演会等・考古学講座などがガイドブック・HPに掲
載

○財団広報誌
・財団の広報誌により発掘調査の情報とともに指定管
理業務の行事予定などを紹介し、情報発信

○施設概要パンフレット（日本語と外国語併記４
種）、行事予定表を関係機関等に配布および館内に 　

○作成

・北海道・北東北の縄文遺跡群２展「すすめ！縄文
ワールド」チラシ：1,500枚

・北海道・北東北の縄文遺跡群２展「すすめ！縄文
ワールド」解説絵本：300部

○配布・送付

(5月)

・施設概要、行事予定表、連続講座・講演会チラシ
を、道内各地の施設など82か所に郵送。

(7月)

・「北海道・北東北の縄文遺跡群展２「すすめ！縄文
ワールド」チラシ、体験ひろばチラシを道内各地の施
設など82か所に郵送。

・「北海道・北東北の縄文遺跡群展２「すすめ！縄文
ワールド」チラシ、体験ひろばチラシを江別市郷土資
料館など74か所に配布。

(12月)

・12/6～22：企画展示「北海道遺跡百選16「美々4
式」を再考するー縄文時代晩期初頭の土器群ー」ポ
スター・チラシを江別市郷土資料館など60か所に配
布

(ｳ) インターネット ホームページの更新

・財団ホームページを随時更新し、北海道立埋蔵文
化財センターの指定管理者として、道立センターの
紹介など、新しい情報を発信している。

①地域住民（114件）

○幼稚園（１件）

(ｲ) パンフレット
施設概要案内、展示公開、
講座等の行事予定等の随
時発行

苦情対応

利用者への接遇

利用者の安全確保に必
要な業務

環境に配慮した施設の
維持管理
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・1/16：もみじ台幼稚園縄文工房利用（56名）

○児童団体関連（８４件）

（４月：６件）

・4/4：児童通所支援センタークオレ文京台縄文工
房利用（7名）

・4/4：放課後等デイサービスCLOVERS縄文工房利
用（14名）

・4/4：放課後等デイサービス笑縄文工房利用（8名）

・4/5：児童福祉サービスゆうきゃん縄文工房利用（9
名）

・4/13：放課後等デイサービスぶらぼーたいへい縄文
工房利用（5名）

・4/13：放課後等デイサービスぶらぼーたくほく縄文
工房利用（6名）

（５月：５件）

・5/5：放課後等デイサービスぐりんカレッジ縄文工房
利用（10名）

・5/6：放課後等デイサービスこどもの森アウルジョイ
縄文工房利用（5名）

・5/6：放課後等デイサービスアミティエ東苗穂縄文
工房利用（12名）

・5/13：放課後等デイサービスたくあいアクティビティ
「むぅ（夢）」縄文工房利用（7名）

・5/20：放課後等デイサービスあんあんclass菊水
ルーム縄文工房利用（12名）

（６月：３件）

・6/10：放課後等デイサービストーマス縄文工房利用
（16名）

・6/24：放課後等デイサービスぬくもりの森縄文工房
利用①（8名）

・6/24：放課後等デイサービスぬくもりの森縄文工房
利用②（9名）

（７月：８件）

・7/1：放課後等デイサービススマイルナイン縄文工
房利用（8名）

・7/1：放課後等デイサービス輝（厚別西）縄文工房
利用（8名）

・7/5：放課後等デイサービスきずな縄文工房利用
（７名）

・7/8：放課後等デイサービス天使のえがお縄文工房
利用（18名）

・7/8：放課後等デイサービスたくあいアクティビティ
むぅ(夢)展示見学（8名）

・7/15：放課後等デイサービスみらくる縄文工房利用
（6名）

・7/25：放課後等デイサービス通所支援事業所ほほ
笑み縄文工房利用（11名）

・7/29：放課後等デイサービスそらいろリンクス縄文
工房利用（10名）

（８月：９件）

・8/1：放課後等デイサービスすいっち縄文工房利用
（14名）

・8/1：放課後等デイサービスなないろclubすてっぷ
縄文工房利用（6名）

・8/3：放課後等デイサービスmoreぷらす縄文工房利
用（7名）
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・8/9：萩ヶ岡児童センター施設見学縄文工房利用
（4名）

・8/18：放課後等デイサービスなないろclubすてっぷ
縄文工房利用（12名）

・8/24：放課後等デイサービスmoreぷらす縄文工房
利用（6名）

・8/25：放課後等デイサービスmoreぷらす縄文工房
利用（6名）

・8/26：放課後等デイサービス糸/いろは縄文工房利
用（6名）

・8/31：放課後等デイサービスなないろclub縄文工房
利用（6名）

（９月：５件）

・9/1：放課後等デイサービスなないろclubすまいる縄
文工房利用（10名）

・9/16：放課後等デイサービスゆうあい縄文工房利
用（8名）

・9/22：児童通所支援センタークオレ平岡縄文工房
利用（6名）

・9/30：放課後等デイサービスこどもの森アウルジョイ
縄文工房利用（4名）

・9/30：放課後等デイサービスこんぱす縄文工房利
用（19名）

(１０月：６件)

・10/3：児童通所支援センタークオレ平岡縄文工房
利用（13名）

・10/7：児童デイサービスきゃんぱす縄文工房利用
（11名）（石狩市）

・10/13：児童発達支援・放課後等デｲサービスポッ
ポHUG東川下縄文工房利用（5名）

・10/17：放課後等デｲサービスぶらぼーとんでん縄
文工房利用（7名）

・10/17：放課後等デｲサービスぐりんカレッジ縄文工
房利用（11名）

・10/21：放課後等デイサービスパプリカ縄文工房利
用（11名）

（１１月：５件）

・11/1：放課後等デイサービスCLOVERS縄文工房利
用（6名）

・11/4：放課後等デイサービスもしもし縄文工房利用
（17名）

・11/11：チポリーノ児童育成会縄文工房利用（8名）

・11/11：放課後等デイサービスレインボー・シェル縄
文工房利用（4名）

・11/18：放課後等デイサービスぬくもりの森東縄文工
房利用（7名）

（１２月：９件）

・12/2：放課後等デイサービスウェルネス縄文工房
利用（14名）

・12/2：放課後等デイサービスたくあいアクティビティ
「むぅ（夢）」縄文工房利用（7名）

・12/8：放課後等デイサービス笑（えみ）縄文工房利
用（4名）

・12/9：放課後等デイサービスコドモノ縄文工房利用
（10名）

・12/16：放課後等デイサービスたくあいアクティビティ
「むぅ（夢）」縄文工房利用（6名）

・12/26：放課後等デイサービスこんぱす縄文工房利
用（21名）（岩見沢市）
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・12/26：通所支援事業所ほほ笑み縄文工房利用
（13名）

・12/27：放課後等デイサービスmoreプラス縄文工房
利用（10名）

・12/28：児童通所施設べりい・べりいーモア縄文工
房利用（5名）

（１月：１５件）

・1/5：児童デイサービスこんぱすi縄文工房利用（4
名）

・1/10：放課後等デイサービス糸/いろは縄文工房利
用①（7名）

・1/10：チポリーノ児童育成会縄文工房利用（10名）

・1/10：放課後等デイサービス糸/いろは縄文工房利
用②（7名）

・1/11：放課後等デイサービスわくわくキッズ笑縄文
工房利用（9名）

・1/12：放課後等デイサービスおひさまの森縄文工
房利用（9名）（北広島市）

・1/12：児童通所支援センタークオレ平岡縄文工房
利用（9名）

・1/16：放課後等デイサービスわくわくキッズ笑縄文
工房利用（7名）

・1/17：児童デイサービスこんぱすme縄文工房利用
（4名）

・1/17：放課後等デイサービスわくわくキッズ笑縄文
工房利用（8名）

・1/17：児童通所支援センタークオレ平岡縄文工房
利用（8名）

・1/18：放課後等デイサービスそらいろひばりヶ丘縄
文工房利用（12名）

・1/18：放課後等デイサービスぐりんカレッジ白石縄
文工房利用（4名）

・1/19：自立特化型放課後等デイサービス輝厚別西
縄文工房利用（2名）

・1/19：放課後等デイサービスこどもの森アウル縄文
工房利用（9名）

（２月：６件）

・2/2：社会福祉法人汰功樹会縄文工房利用（2名）

・2/2：移動支援事業所わくわくつばさ縄文工房利用
（3名）

・2/16：放課後等デイサービスリーフ白石縄文工房
下見（3名）

・2/16：移動支援事業所わくわくつばさ縄文工房利
用（3名）

・2/17：放課後等デイサービスレインボーシェル縄文
工房利用（4名）

・2/17：放課後等デイサービス児童発達支援事業所
めばえ縄文工房利用（9名）

（３月：７件）

・3/2：放課後等デイサービスぶるーむ７丁目縄文工
房下見（15名）

・3/6：移動支援事業所わくわくつばさ縄文工房利用
（3名）

・3/9：放課後等デイサービスリーフ白石縄文工房利
用（17名）

・3/26：児童デイサービスそらいろネクスト縄文工房
利用（8名）

・3/28：児童デイサービスコンパスi縄文工房利用（27
名）

・地域住民や関係機関との
協働の推進
・住民、学校、公立施設等と
の協働

(ｴ)
地域住民等との協働推
進
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・3/28：児童デイサービスきずな見晴台縄文工房利
用（19名）

・3/28：児童デイサービス笑縄文工房利用（8名）

○高齢者団体関連（５件）

・6/1：中重度化予防デイサービスらいふてらす東野
幌展示見学（10名）

・6/10：高齢者クラブもみじ台みなみ展示見学（8名）

・9/15：中重度化予防デイサービスらいふてらす東野
幌縄文工房利用（16名）

・10/11：中重度化予防デイサービスらいふてらす東
野幌縄文工房利用（13名）

・3/12：デイサービス結いの家野幌展示室見学（15
名）

○関係機関（３件）

・5/12：全国埋蔵文化財連絡協議会役員会施設見
学（17名）

・6/24：長沼町教育委員会史跡巡り施設見学体験
学習（18名）

・10/26：全国埋蔵文化財連絡協議会北海道・東北
地区会議（11名）

○その他の団体（２１件）

・4/21：障がい者就労支援事業所いるば28施設見
学（8名）

・4/25：障がい者就労支援事業所いるば28施設見
学（9名）

・4/26：障がい者就労支援事業所いるば28施設見
学（9名）

・5/10：日本橋トラベラーズクラブ施設見学（5名）

・6/14：石狩市花川北民生委員児童委員協議会施
設見学（22名）

・6/18：清田町内会展示見学

・6/25：大麻沢町歩こう会施設見学（35名）

・7/2：視覚障害者9条の会施設見学体験学習（26
名）

・8/1：小樽市小学校社会科部施設見学（14名）

・8/2：ドニワ部縄文工房利用（5名）

・8/30：アルテピア北海道美術館協力会施設見学
（23名）

・9/9：苫小牧縄文会施設見学（14名）

・9/16：北広島市ボランティアメープル施設見学（20
名）

・9/16：余市水産博物館活動協力会施設見学（16
名）

・9/22：株式会社ナチュラルサイエンス取締役高畠
様ほか施設見学（5名）

・9/24：北海道大学岡田様施設見学（4名）

・10/1：北広島市市民大学OB会施設見学（24名）

・10/15：文京台第二自治会施設見学（18名）

・10/18：日本橋トラベラーズ施設見学（5名）

・12/7：縄文ボランティアガイド養成講座（16名）

・3/27：札幌北野地区福祉のまち推進センター施設
見学（24名）

②講師派遣（７件）

○学校等（３件）

・4/27：北海道長沼高等学校「令和5年度日本史B
縄文文化に関わる講演会」への講師派遣（43名）
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・5/16：北海道野幌高等学校1年生「令和5年度総
合的な探求」に講師派遣（78名）

・7/14：江別市立大麻西小学校6年生出前講座に
講師派遣（47名）

○公立施設（３件）

・7/29：苫小牧市美術博物館「美術博物館祭2023」
ミニチュア土器つくりへ講師派遣（40名）

・9/30：千歳市埋蔵文化財センター「縄文まつり」に
講師派遣（16名）

・10/7：北海道立図書館図書館まつり月間体験教室
「オリジナル土偶をつくろう」に講師派遣（16名）

○その他（１件）

・2/3・4：北の道民会議主催「縄文雪まつり」（札幌市
中央区　チ・カ・ホ北3条交差点広場西）に職員1名
派遣

(ｵ)

①
教育委員会の指示に
よる調査

道教委の指示による調査 ・10/1～1/31実施

②
指定管理者による調
査

指定管理者として施設利用
者に対する調査

・一般入館者対象：4/18～2024/3/31実施
・講座・講演会参加者対象：5/27～2024/3/16実
施

ウ 事故処理等

(ｱ)
緊急時の関係機関への連
絡体制の確立等

・財団の消防計画により緊急時の対応や連絡体制を
整備している。

(ｲ) 保険加入
第三者賠償責任及び施設
賠償責任保険加入

・４月１日から一般来館者及び各種事業参加者の損
害賠償の保障体制を整備するため第三者賠償責任
及び施設賠償責任保険に加入している。

エ 災害時対応
・利用者の安全確保のため
必要な処置をする。
・消防訓練年１回

・財団の消防計画により災害があった場合の施設利
用者の安全確保などを整備した。
・消防訓練：11/8実施

・事業報告

　毎年度事業終了後30日以内

・報告日　第１・四半期分　令和５年　７月　７日
　　　　　　第２・四半期分　令和５年１０月　５日

　　　　　　第３・四半期分　令和６年　１月　９日

　　　　　　第４・四半期分　令和６年　４月　５日

・報告日　令和５年　４月分　令和５年　５月　２日

　　　　　　令和５年　５月分　令和５年　６月　２日

　　　　　　令和５年　６月分　令和５年　７月　５日

　　　　　　令和５年　７月分　令和５年　８月　３日

ｵ 報告等 ・利用状況の報告 　　　　　　令和５年　８月分　令和５年　９月　６日

　　　　　　令和５年　９月分　令和５年１０月　３日

　　　　　　令和５年１０月分　令和５年１１月　７日

　　　　　　令和５年１１月分　令和５年１２月　５日

　　　　　　令和５年１２月分　令和６年　１月　６日

　　　　　　令和６年　１月分　令和６年　２月　１日

　　　　　　令和６年　２月分　令和６年　３月　５日

　　　　　　令和６年　３月分　令和６年　４月　５日

・特別利用承認件数　　　　　２０件

・模写品等使用承認件数　　４８件

・資料貸出承認件数　　　　　１３件

カ 指定管理者の名称表示
指定管理者の名称を施設
内及びパンフレットに表示す
る。

・施設内及びパンフレット等に表示中

キ
全国公立埋蔵文化財セン
ター連絡協議会の加入

・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会へ加入
し、情報収集に努めた。

利用者満足度調査の実施

安全対策、危機管理、
連絡体制、事故処理

その他

・報告日　令和6年４月26日

・四半期事業報告書

　四半期終了後30日以内
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(3) 調査研究業務

・道教委との打合せ、発掘調査計画策定

・地元町教委、土地所有者との打合せ

・草刈り・測量委託

ア 重要遺跡確認調査 興部町興部豊野竪穴群 ・10/11～11/1：現地調査

・11/1～整理作業

・11/11：調査報告会（興部町中央公民館 21名）

・3/29：重要遺跡確認調査報告書第19集刊行

イ 埋蔵文化財の調査研究

・埋蔵文化財調査方法、遺
跡の保存方法の研究・情報
提供
・保管出土品を活用した研
究
・全国公立埋蔵文化財セン
ター連絡協議会等の専門
的、技術的な情報等の収集

・重要遺跡確認調査を通じた効果的・効率的な遺跡
調査・保存方法の研究
・保管出土品を対象とした分析作業準備
・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に加入
し、情報収集に努めている。

ウ 分析・鑑定・保存処理

専門的知識を有する調査員
による分析・鑑定等及び保
存処理・整理

・専門的知識を有する調査員を配置
・分析・鑑定：保管出土品を対象とした分析作業準
備
・保存処理：重要文化財等の特別収蔵庫収納・整理
等、脆弱あるいは破損した出土品の保存処理作業
等
・写真：模写品等の刊行等の承認に係る貸出資料の
整理等

エ 市町村支援等

・埋蔵文化財に関する情報
提供
・市町村教委担当職員に対
する研修等による指導

○収集資料等の提供
・なし
○遺跡の保存方法、調査方法及び保存処理技術等
に関する情報提供
・なし
○市町村からの依頼・現地指導
・なし
○研修会
・9/14：令和５年度埋蔵文化財担当職員出前研修
会（北見市ところ遺跡の館・ところ埋蔵文化財セン
ター）（11名）
・12/15：令和5年度埋蔵文化財担当職員研修会
（北海道立埋蔵文化財センター）（23名）

(4) 収蔵・保管業務

ア 受入、分類・整理、保管
出土文化財の特性に応じ、
一般収蔵庫、特別収蔵庫に
分類整理して保管

・保管中の出土文化財を整理
・北海道出土文化財取扱要綱等により台帳を作成し
管理

(5) 普及・啓発事業

ア 展示公開

○常設展示：「掘り出された北の歴史」

○模様替え

○5月：

○6月：なし

○7月：

・7/３～7：常設展示から「北海道・北東北の縄文遺
跡群２展ーすすめ！縄文ワールド」への模様替え

○8月：なし

○9月：

(ｱ) 常設展示 年１回以上の模様替え

・9/25：「北海道・北東北の縄文遺跡群２展ーすす
め！縄文ワールド」から常設展示への模様替え

○10月：なし

○11・12月：

- 24 -



 

 

 

 

 

 

 

・11/30～12/1：常設展示から北海道遺跡百選16
「美々4式を再考するー縄文時代晩期初頭の土器
群ー」への模様替え

○1月：なし

○2月：

・2/25・26：北海道遺跡百選16「美々4式を再考す
るー縄文時代晩期初頭の土器群ー」から常設展示
への模様替え

○3月：

・3/19～22：常設展示から（公財）北海道埋蔵文化
財センター令和5年度成果展への模様替え

○企画展示

・3/25～5/28：(公財)北海道埋蔵文化財センター
令和4年度調査成果展

・7/8～9/24：「北海道・北東北の縄文遺跡群２展ー
すすめ！縄文ワールド」

・12/2～2/25：北海道遺跡百選16「美々4式を再考
するー縄文時代晩期初頭の土器群ー」

○通年展示

・「北の縄文　～世界遺産　北海道・北東北の縄文
遺跡群～」展：4/1 ～ 3/31

イ 特別利用

(ｱ) 特別利用
センター設置条例８条・９条
により処理

20件：（北海道新聞社編集委員嵯峨仁朗・カメラマ
ン上村佳弘ほか）

(ｲ) 模写品等の刊行等の承認
センター設置条例１０条によ
り処理

48件：（(株)札幌映像プロダクション越田華成ほか）

(ｳ) 資料の貸出し
センター設置条例１１条によ
り処理

13件：（北海道環境生活部文化局文化振興課縄文
世界遺産推進室長家永正吾ほか）

ウ 年報等の作成・配布等

(ｱ) 年報

・講座等の事業の紹介や調査
及び研究の成果等を公表すると
ともに、年報を必要部数作成
し、市町村教育委員会等へ配
布

○「北海道立埋蔵文化財センター年報24」
・6/30刊行、350部
・文化庁、国立国会図書館ほか関係機関等へ配付

エ 講座等の開催

①縄文から弥生・続縄文へ１「中央高地の縄文文化
から弥生文化―石器の移り変わりに見る当時の生活
と地域間交流―」
令和５年５月２７日（土）　参加者：５８名

(ｱ) 年５回以上

②キーワードで読み解く北海道北東北の縄文遺跡群
２「北海道・北東北の貝塚」
令和５年７月２２日（土）　参加者：６２名

③「縄文人に挑戦」
令和５年１０月２８日（土）　参加者：２３名

④縄文から弥生・続縄文へ３「道央部の遺跡からみ
る縄文時代晩期から続縄文時代前半期」
令和５年１１月１８日（土）　参加者：５９名

⑤比べてわかる道内の竪穴群２「北東アジアの集落
遺跡と北海道東部の竪穴住居跡群」
令和６年３月１６日（土） 　参加者：６３名

①まいぶん遺跡探検隊（第１次）土器「科捜研のこど
も」

②まいぶん遺跡探検隊（第２次）「縄文土器のヒミツ
をさぐれ！　拓本に挑戦 しよう！ 」

(ｲ) 年５回以上
③「親子ガラス玉づくり教室」
令和５年１１月１１日（土）　参加者：２０名

④まいぶん遺跡探検隊（第 3 次） 「火おこしに挑
戦！」

(ｲ) 企画展示
年３回（うち1回は財団自主
事業）

一般道民対象講座

児童生徒対象の体験型
講座
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⑤まいぶん遺跡探検隊（第４次） 「雪の中で発掘調
査に挑戦！」

①苫前町　苫前町公民館
令和５年６月２４日（土）　参加者：９名

②京極町　京極町立京極中学校
令和５年７月１４日（金）　参加者：２５名

③占冠村　占冠村立トマム学校
令和５年８月２３日（火）　参加者：３３名

(ｳ) 年７回以上
④愛別町　愛別町B＆G海洋センター）
令和５年８月９日（水）　参加者：５１名

⑤岩見沢　岩見沢市立郷土科学館
令和５年９月２日（土）　参加者：１９名

⑥白老町　仙台藩白老元陣屋資料館
令和５年１２月２３日（土）　参加者：１７名

⑦新冠町　新冠町レ・コード館
令和６年２月３日（土）　参加者：２１名

⑧音更町　音更町生涯学習センター
令和６年２月１０日（土）　参加者：２９名

①（公財）北海道埋蔵文化財センター令和４年度調
査報告会
令和５年４月１５日（日）　参加者：４８名

(ｴ) 年２回以上

②秋季講演会「縄文から弥生・続縄文へ２」「東北地
方における縄文文化から弥生文化」
令和５年９月１６日（土）　参加者：６０名

③冬季講演会「縄文から弥生・続縄文へ４」 「道東
北の遺跡からみる縄文時代晩期から続縄文 時代前
半期」
令和６年１月２０日（土）　参加者：６４名

(ｵ)

・(ｱ)～(ｳ)のうち連携事業1
回以上
・かるちゃるnet（新札幌・江
別エリア文化施設連絡協議
会）に加入、活動

○連携事業　なし
○かるちゃるnet　かるちゃる通信４～６月号・７～９月
号・10～12月号・１～３月号発行（web配信）
○文京台教育３施設連携：行事案内を合同で作成
し地域住民に回覧している

①博物館実習

・7/18～21・25～28：（札大２名、北翔大２名、北大
１名、札学大２名、計７名）

②道立埋蔵文化財センター活用学習のための指導
者研修

・1/10：北海道札幌視覚支援学校専門寄宿舎指導
員（1名）

③教育連携講座（施設利用：３３件）

○小学校（８件）

・5/9：江別市立上江別小学校施設見学体験学習
（104名）

・6/20：江別市立文京台小学校2年生施設見学（32
名）

・6/27：札幌市立小野幌小学校施設見学体験学習
（31名）

・6/28：札幌市立小野幌小学校施設見学体験学習
（35名）

・6/29：札幌市立小野幌小学校施設見学体験学習
（29名）

・7/12：江別市立文京台小学校2年生親子レク体験
学習（62名）

・9/6：江別市文京台小学校特別支援学級親子レク
体験学習（30名）

・10/13：江別市第一小学校児童クラブ施設見学・
体験学習（21名）

一般道民対象講演会

児童生徒対象の出前講
座

道立文化施設や市町村
博物館等との連携
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○中学校（５件）

　 キャリア教育推進事業（中学生の職場体験）

・9/12・13：江別市立野幌中学校（3名）

・10/17・18：江別市立大麻東中学校（４名）

・10/19・20：江別市立中央中学校（４名）

・10/24・25：江別市立大麻中学校（4名）

・10/26・27：江別市立江別第一中学校（3名・2名）

○大学（２０件）

（４月：１件）

・4/21：札幌学院大学大塚先生地域文化演習A講
義利用（24名）

（５月：４件）

・5/4：北海道大学高瀬様・大学院生2名施設見学
（3名）

・5/17：札幌学院大学大塚先生考古学A講義利用
①（30名）

・5/25：札幌学院大学大塚先生博物館資料論講義
利用①（16名）

・5/28：北翔大学短期大学部菊地先生選択社会講
義利用（5名）

（６月：２件）

・6/8：札幌学院大学国際交流課タイチェンマイ大学
留学生施設見学体験学習（11名）

・6/22：北翔大学笹木先生介護演習施設見学（6
名）

（７月：２件）

・7/12：札幌学院大学大塚先生考古学A講義利用
②（27名）

・7/20：札幌学院大学大塚先生博物館資料論講義
利用②（14名）

（８月：なし）

（９月：なし）

（１０月：３件）

・10/4：北翔大学吉田先生講義利用（36名）

・10/17：札幌学院大学大塚先生博物管経営論講
義利用①（14名）

・10/24：札幌学院大学大塚先生博物管経営論講
義利用②（9名）

（１１月：４件）

・11/8：北翔大学小杉先生情報メディア論講義利用
①（16名）

・11/15：北翔大学小杉先生情報メディア論講義利
用②（18名）

・11/17：札幌学院大学菊地先生自然地理学概説
講義利用（33名）

・11/17：札幌学院大学菊地先生人文地理学概説
講義利用（39名）

（１２月：３件）

・12/3：札幌国際大学越田先生考古学講義利用
（22名）

・12/6：北翔大学小杉先生情報メディア論講義利用
③（16名）

・12/19：北翔大学小杉先生専門演習Ⅱ講義利用
（5名）

（１月：１件）

・1/30：札幌学院大学国際交流課留学生体験学習
（14名）

教育連携講座(ｶ) 年１０回
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（２月：なし）

（３月：なし）

○協力　地域住民等との協働推進に記載

○職員派遣　地域住民等との協働推進に記載

ｵ

○道民カレッジ連携講座

・講座、こども公庫がｋ教室、講演会、調査報告会は
全て道民カレッジ連携講座とした
○北海道教育の日協賛事業

・10/28：考古学講座「縄文人に挑戦　貝輪づくり」
（22名）

・11/11：こども考古学教室「親子ガラス玉つくり教
室」（17名）

・11/18：考古学講座「道央部の遺跡から見る縄文
時代晩期から続縄文前半期」（63名）

(ア)
北海道教育の日、文化
財強調月間、道民カレッ
ジ関連事業への協賛

道教委主催、共催、後援事
業、その他道の機関からの
依頼等

協賛事業
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別紙２ 

 

２ 当該公の施設の利用状況に関する事項 

 

 (1) 施設、事業又は利用料金等の区分別利用者数の状況、備品等の貸出し状況 

   ア 月別利用者（入館者）数 

（単位：人） 

月 見込 実績 差 

４月 ６５０ ６８３ ３３ 

５月 ８５０ ７１２ －１３８ 

６月 ８００ ７１８ －８２ 

７月 ８５０ ９０９ ５９ 

８月 ９００ ９８４ ８４ 

９月 ７００ ７９２ ９２ 

１０月 ５５０ ７０９ １５９ 

１１月 ４００ ６４０ ２４０ 

１２月 ２５０ ４２４ １７４ 

１月 ３００ ４８７ １８７ 

２月 ２５０ ２８０ ３０ 

３月 ３００ ６３７ ３３７ 

計 ６，８００ ７，９７５ １，１７５ 

 

イ 事業別利用者数 

                                                          （単位：人） 

 事  業  名 開 催 期 日 見込 実績 

企

画

展

示 

「(公財)北海道埋蔵文化財センター 
令和４年度調査成果展」  

 令和５年 ３月２５日（水）～ 
   令和５年 ５月２８日（日） 

  1,520 1,557 

「北海道・北東北の縄文遺跡群２」展 
 令和５年 ７月 ８日（土）～ 
   令和２年 ９月２４日（日） 

  2,100 2,423 

「北海道遺跡百選 16 ―北海道埋蔵 
文化財センターの調査から－」展 

 令和５年１２月 ２日（土）～ 
   令和６年 ２月２５日（日） 

    800 1,162 

「北の縄文 世界遺産 北海道・北東北の
縄文遺跡群」展 

令和５年 ４月 １日（水）～ 
   令和６年 ３月３１日（日） 

6,800 7,975 

講

演

会

等 

「(公財)北海道埋蔵文化財センター 
令和４年度調査報告会」 

令和５年 ４月 １日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

     66 48 

 秋季講演会 縄文から弥生・続縄文へ ２ 
「東北地方における縄文文化から弥生文化」 

 令和５年 ９月２３日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

     66 58 

 冬季講演会 縄文から弥生・続縄文へ ４ 
「道東北の遺跡からみる縄文時代晩期か
ら続縄文時代前半期」 

 令和６年 １月２０日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

     66 64 

考

古

学

講

座 

縄文から弥生・続縄文へ １ 
「中央高地の縄文文化から弥生文化―石 
器の移り変わりに見る当時の生活と地域 
間交流―」 

 令和５年 ５月２７日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

     66 65 

キーワードで読み解く北海道北東北の
縄文遺跡群 ２「北海道・北東北の貝塚」 

 令和５年 ７月２２日（土） 
        １３：３０～１５：３０ 

     66 58 

「縄文人に挑戦」 
 令和５年１０月２８日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
     20 23 

縄文から弥生・続縄文へ ３ 
「北海道南西部の遺跡からみる縄文時代
晩期から続縄文時代前半期」 

 令和５年１１月１８日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

     66 
 

59 
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比べてわかる道内の竪穴群 ２ 
「北東アジアの集落遺跡と北海道東部の
竪穴住居群」 

 令和６年 ３月１６日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

     66 63 

こ

ど

も

考

古

学 
教

室 

「まいぶん遺跡探検隊（第１次）」 
 令和５年 ８月 ５日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
     20 8 

「まいぶん遺跡探検隊（第２次）」 
 令和５年 ８月１２日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
     20 14 

「親子ガラス玉づくり教室」 
 令和５年１１月１１日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
    15 20 

「まいぶん遺跡探検隊（第３次）」 
 令和６年 １月 ６日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
    20 14 

「まいぶん遺跡探検隊（第４次）」 
 令和６年 １月１３日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
    20 8 

出

前

講

座 

「考古学教室出前講座」 ８回実施  204 

研

修

会 

 埋蔵文化財担当職員出前研修会 
 令和５年 ９月１４日（木） 

   １３：３０～１７：００ 
 

 
11 

 埋蔵文化財担当職員研修会 
令和５年１２月１５日（金） 

   １３：３０～１７：００ 

 

 
34 

 

 

 ウ 備品等の貸出 

      令和５年度においては、備品等の貸出実績はありません。 
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 (2) 利用の承認及び取消し等の状況 

  

  ア 利用の承認等の状況 

  (ｱ) 特別利用 

    北海道新聞社編集委員嵯峨仁朗・カメラマン上村佳弘から八雲町野田生１遺跡出土赤彩土

器複製品、千歳市キウス４遺跡出土赤彩土器の閲覧・撮影のほか、計20件の利用があっ

た。 

  (ｲ) 模写品等の刊行等の承認 

        (株)札幌映像プロダクション越田華成から知内町湯の里４遺跡円形、湯の里４遺跡コハク

玉出土状況写真デジタルデータほか、計４８件の申請があり、道教委との協議、申請者へ

の承認書の送付を行った。 

(ｳ) 資料の貸出し 

    北海道環境生活部文化局文化振興課縄文世界遺産推進室長家永正吾への函館市著保内野遺

跡出土土偶複製１点の貸出しのほか、計１３件の貸出しを行った。 

（単位：件） 

月 特別利用承認 模写品等使用承認 資料貸出承認 

４月 １ ７ １ 

５月 １ ２ ０ 

６月 ４ ４ ０ 

７月 ４ ３ １ 

８月 ３ ５ ０ 

９月 ３ ４ ０ 

１０月 １ ４ ０ 

１１月 ０ ２ １ 

１２月 ０ ６ １ 

１月 ２ ２ ２ 

２月 １ ４ ３ 

３月 ０ ５ ４ 

計 ２０ ４８ １３ 

 

 

 

イ 承認の取消し 

       取消の実績はありません。 
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別紙３ 

 

管理に係る経費の収支状況に関する事項 

 

１ 年間収支計画（指定管理業務に係る収入及び支出（業務に係る経費等）の年間計画）の実績 

別表１ 

 

２ 年間収支の月別計画に対する実績 

    別表２ 

 

３ 年間収支計画に関する内訳、注記その他必要な事項 

    別表３ 
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収入の部

計画 実績 差引

指定管理業務負担金 117,056,364 119,571,819 2,515,455

仮払消費税 11,705,636 11,957,181 251,545

0

128,762,000 131,529,000 2,767,000

支出の部

計画 実績 差引

7,016,847 5,645,679 ▲ 1,371,168

調査研究事業 重要遺跡確認調査ほか 4,097,104 3,127,507 ▲ 969,597

収蔵・保管事業 受入、分類、整理、保管等 42,500 31,688 ▲ 10,812

普及・啓発事業 収蔵資料の展示公開ほか 2,877,243 2,486,484 ▲ 390,759

54,406,998 61,497,903 7,090,905

維持管理業務 施設の保守ほか 50,950,760 59,664,011 8,713,251

運営業務 施設利用ほか 3,456,238 1,833,892 ▲ 1,622,346

関係職員報酬 55,632,519 53,657,758 ▲ 1,974,761

仮払消費税 11,705,636 11,957,181 251,545

128,762,000 132,758,521 3,996,521

0 ▲ 1,229,521 ▲ 1,229,521収　支　差　額

支　出　計

収　入　計

負担金

その他収入

人件費

その他経費

管理経費

事業費

区　　　分

年間収支実績

区　　　分 内　　　　　訳
金額

内　　　　　訳
金額

別表１
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（
単
位
：
円
）

収
入
の
部

合
計

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

計
画

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

実
績

1
3
1
,
5
2
9
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
2
,
7
6
7
,
0
0
0

計
画

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

実
績

1
3
1
,
5
2
9
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

2
,
7
6
7
,
0
0
0

計
画

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

実
績

0

計
画

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

実
績

1
3
1
,
5
2
9
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
0

3
2
,
1
9
0
,
0
0
0

0
2
,
7
6
7
,
0
0
0

計
画

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

実
績

1
3
1
,
5
2
9
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

1
3
1
,
5
2
9
,
0
0
0

支
出
の
部

合
計

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

計
画

7
,
0
1
6
,
8
4
7

1
4
6
,
0
1
4

6
1
0
,
3
1
9

1
,
2
3
0
,
0
1
2

1
7
1
,
1
0
0

1
6
5
,
4
4
6

1
,
9
6
6
,
5
6
5

3
5
4
,
7
4
6

6
1
3
,
4
3
3

3
9
4
,
1
3
2

1
0
7
,
5
4
1

2
0
5
,
5
5
0

1
,
0
5
1
,
9
8
9

実
績

5
,
6
4
5
,
6
7
9

8
3
4

3
5
3
,
3
2
0

2
7
2
,
2
6
5

8
4
0
,
5
8
5

1
7
0
,
1
8
5

3
9
6
,
9
2
0

7
7
2
,
5
2
1

3
6
6
,
3
7
0

6
0
5
,
4
1
2

8
2
1
,
0
7
0

1
4
9
,
8
9
9

8
9
6
,
2
9
8

計
画

4
,
0
9
7
,
1
0
4

5
6
,
7
1
4

1
0
7
,
7
5
5

2
5
6
,
2
1
0

2
,
0
0
0

9
7
,
1
4
6

1
,
7
5
2
,
8
1
3

1
7
1
,
6
4
6

3
1
6
,
0
0
0

3
1
0
,
5
8
2

2
9
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

9
7
3
,
2
3
8

実
績

3
,
1
2
7
,
5
0
7

8
3
4

4
7
,
8
1
3

1
0
2
,
1
2
6

4
,
6
6
7

2
4
,
4
4
4

1
1
5
,
4
7
7

5
9
8
,
2
8
7

2
5
1
,
9
6
4

5
3
5
,
1
4
0

6
8
6
,
9
4
6

3
6
,
3
7
7

7
2
3
,
4
3
2

計
画

2
,
8
1
1
,
7
6
3

3
,
4
7
6

3
1
,
7
5
5

7
6
,
3
1
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
5
2
5
,
7
2
2

7
8
,
5
0
0

3
1
5
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

6
,
0
0
0

7
7
1
,
0
0
0

実
績

2
,
5
0
9
,
0
6
5

0
3
0
,
4
2
3

1
9
,
8
3
3

3
,
8
3
3

3
,
8
3
3

3
6
,
3
9
9

4
4
9
,
4
1
6

2
3
0
,
2
1
1

3
4
5
,
5
8
7

6
6
3
,
8
8
3

3
,
8
8
3

7
2
1
,
7
6
4

計
画

5
3
0
,
2
5
9

1
,
2
3
8

2
4
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

0
9
5
,
1
4
6

9
4
,
4
9
1

9
2
,
1
4
6

0
1
0
9
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
4
,
2
3
8

実
績

3
0
7
,
8
5
2

0
1
6
,
5
5
6

8
1
,
4
5
9

0
1
9
,
7
7
7

6
,
3
5
0

1
1
3
,
1
2
8

2
0
,
9
1
9

0
1
8
,
0
0
3

3
1
,
6
6
0

0

計
画

4
6
6
,
0
0
0

5
2
,
0
0
0

5
2
,
0
0
0

3
5
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

8
8
,
0
0
0

1
8
,
0
0
0

1
8
,
0
0
0

1
9
8
,
0
0
0

実
績

1
0
,
0
0
8

8
3
4

8
3
4

8
3
4

8
3
4

8
3
4

8
3
4

8
3
4

8
3
4

8
3
4

0
8
3
4

1
,
6
6
8

計
画

2
8
9
,
0
8
2

0
0

4
4
,
9
0
0

0
0

1
3
1
,
6
0
0

0
0

1
1
2
,
5
8
2

0
0

0

実
績

3
0
0
,
5
8
2

0
0

0
0

0
7
1
,
8
9
4

3
4
,
9
0
9

0
1
8
8
,
7
1
9

5
,
0
6
0

0
0

計
画

4
2
,
5
0
0

0
0

4
2
,
5
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

実
績

3
1
,
6
8
8

0
0

0
0

0
1
0
,
1
6
0

3
,
5
0
5

5
,
7
2
0

0
8
,
9
7
2

3
,
2
2
1

1
1
0

計
画

4
2
,
5
0
0

0
0

4
2
,
5
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

実
績

3
1
,
6
8
8

0
0

0
0

0
1
0
,
1
6
0

3
,
5
0
5

5
,
7
2
0

0
8
,
9
7
2

3
,
2
2
1

1
1
0

計
画

2
,
8
7
7
,
2
4
3

8
9
,
3
0
0

5
0
2
,
5
6
4

9
3
1
,
3
0
2

1
6
9
,
1
0
0

6
8
,
3
0
0

2
1
3
,
7
5
2

1
8
3
,
1
0
0

2
9
7
,
4
3
3

8
3
,
5
5
0

7
8
,
5
4
1

1
8
1
,
5
5
0

7
8
,
7
5
1

実
績

2
,
4
8
6
,
4
8
4

0
3
0
5
,
5
0
7

1
7
0
,
1
3
9

8
3
5
,
9
1
8

1
4
5
,
7
4
1

2
7
1
,
2
8
3

1
7
0
,
7
2
9

1
0
8
,
6
8
6

7
0
,
2
7
2

1
2
5
,
1
5
2

1
1
0
,
3
0
1

1
7
2
,
7
5
6

計
画

1
,
3
9
6
,
8
0
0

7
9
,
3
0
0

2
0
2
,
0
0
0

3
0
5
,
0
0
0

6
5
,
3
0
0

6
5
,
3
0
0

1
0
5
,
7
0
0

7
2
,
3
0
0

1
1
2
,
7
0
0

7
2
,
3
0
0

7
2
,
3
0
0

1
7
2
,
3
0
0

7
2
,
3
0
0

実
績

1
,
0
9
8
,
9
2
1

0
1
9
7
,
5
0
6

1
1
3
,
0
9
6

1
0
1
,
7
1
8

8
4
,
8
7
0

9
5
,
5
3
6

1
1
2
,
6
1
2

9
0
,
6
3
2

6
6
,
3
9
9

4
7
,
9
0
0

6
7
,
2
9
0

1
2
1
,
3
6
2

計
画

6
3
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
0

0
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

実
績

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

計
画

5
1
0
,
0
0
0

0
0

5
1
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

実
績

7
1
8
,
2
0
0

0
0

0
7
1
8
,
2
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

計
画

9
0
0
,
9
9
2

0
2
9
0
,
5
6
4

1
0
5
,
8
0
0

1
0
3
,
8
0
0

3
,
0
0
0

1
0
7
,
5
8
2

1
0
5
,
8
0
0

1
7
9
,
4
4
6

5
,
0
0
0

0
0

0

実
績

6
6
9
,
3
6
3

0
1
0
8
,
0
0
1

5
7
,
0
4
3

1
6
,
0
0
0

6
0
,
8
7
1

1
7
5
,
7
4
7

5
8
,
1
1
7

1
8
,
0
5
4

3
,
8
7
3

7
7
,
2
5
2

4
3
,
0
1
1

5
1
,
3
9
4

計
画

6
,
4
5
1

0
0

5
0
2

0
0

4
7
0

0
2
8
7

1
,
2
5
0

1
,
2
4
1

1
,
2
5
0

1
,
4
5
1

実
績

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

収
蔵
・
保
管

コ
ン
テ
ナ
ほ
か

普
及
・

啓
発
事
業

収
蔵

資
料

展
示

公
開

資
料
の
特
別
利
用

年
報
等
の
作
成
・
配
布

講
座
等
の
開
催

協
賛
事
業

常
設
展
示
ほ
か

資
料
の
貸
出
等

調
査
年
報
の
作
成
ほ
か

考
古
学
教
室
の
開
催
ほ
か

教
育
関
連
事
業
共
催

研
修
会
等
の
開
催

市
町
村
職
員
研
修

収
蔵
・

保
管
事
業

重
要

遺
跡

確
認

調
査

測
量
調
査
ほ
か

埋
蔵

文
化

財
の

調
査

研
究

資
料
収
集
ほ
か

分
析
・
鑑
定
保
存
処
理

木
製

品
・

金
属

製
品

保
存

処
理

ほ
か

年
間

収
支

の
月

別
実

績

事
業
費

調
査
研

究
事
業

区
　

　
　
分

内
　
　
　
　
　
訳

負
担
金
収
入

指
定

管
理
業
務
負
担
金

収
入
累
計

繰
越
金

収
入
計

区
　

　
　
分

内
　
　
　
　
　
訳

別表２
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（
単
位
：
円
）

年
間

収
支

の
月

別
実

績

合
計

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

計
画

5
4
,
4
0
6
,
9
9
8

4
,
1
7
7
,
5
8
7

5
,
0
9
2
,
6
7
7

4
,
5
3
6
,
3
2
5

4
,
2
4
6
,
5
8
7

4
,
2
5
0
,
8
2
8

4
,
2
4
6
,
5
9
1

4
,
3
7
3
,
2
2
7

4
,
4
2
2
,
0
8
9

5
,
1
6
7
,
8
3
2

4
,
9
0
9
,
5
9
2

4
,
5
7
2
,
8
3
1

4
,
4
1
0
,
8
3
2

実
績

6
1
,
4
9
7
,
9
0
3

1
,
9
9
5
,
4
5
5

5
,
0
4
0
,
5
3
8

4
,
6
2
4
,
6
4
2

5
,
2
1
0
,
4
1
7

4
,
9
0
3
,
8
9
0

5
,
3
7
9
,
2
0
6

5
,
5
5
1
,
9
5
2

4
,
6
4
4
,
4
8
6

4
,
3
0
0
,
8
1
6

4
,
9
4
4
,
5
6
5

5
,
5
6
6
,
4
1
5

9
,
3
3
5
,
5
2
1

計
画

5
0
,
9
5
0
,
7
6
0

3
,
9
4
1
,
7
2
7

4
,
0
8
6
,
7
2
6

4
,
0
8
6
,
7
2
7

4
,
0
8
6
,
7
2
7

4
,
0
8
6
,
7
3
0

4
,
0
8
6
,
7
3
1

4
,
0
8
6
,
7
3
0

4
,
2
5
9
,
2
2
9

4
,
8
5
4
,
2
3
4

4
,
7
4
1
,
7
3
2

4
,
3
9
1
,
7
3
3

4
,
2
4
1
,
7
3
4

実
績

5
9
,
6
6
4
,
0
1
1

1
,
9
2
2
,
4
7
6

4
,
7
3
1
,
9
0
1

4
,
3
1
9
,
7
0
7

5
,
0
3
1
,
3
0
4

4
,
8
2
3
,
1
7
9

5
,
1
8
2
,
7
7
1

5
,
4
4
3
,
1
8
8

4
,
4
7
2
,
1
9
9

4
,
2
5
5
,
9
5
7

4
,
8
6
1
,
1
5
7

5
,
5
0
5
,
5
7
0

9
,
1
1
4
,
6
0
2

計
画

2
6
,
6
8
0
,
7
6
0

2
,
2
2
3
,
3
9
7

2
,
2
2
3
,
3
9
6

2
,
2
2
3
,
3
9
7

2
,
2
2
3
,
3
9
7

2
,
2
2
3
,
3
9
7

2
,
2
2
3
,
3
9
8

2
,
2
2
3
,
3
9
7

2
,
2
2
3
,
3
9
6

2
,
2
2
3
,
3
9
7

2
,
2
2
3
,
3
9
5

2
,
2
2
3
,
3
9
6

2
,
2
2
3
,
3
9
7

実
績

3
4
,
6
5
7
,
0
0
6

1
,
9
2
2
,
4
7
6

3
,
0
2
0
,
2
6
1

2
,
6
0
8
,
0
6
7

3
,
2
8
9
,
6
6
4

3
,
1
1
1
,
5
3
9

3
,
0
2
5
,
1
3
1

2
,
6
1
2
,
5
4
8

2
,
7
6
0
,
5
5
9

2
,
3
6
4
,
3
1
7

3
,
0
4
8
,
1
9
2

2
,
9
5
4
,
1
0
5

3
,
9
4
0
,
1
4
7

計
画

2
2
,
0
7
0
,
0
0
0

1
,
7
1
8
,
3
3
0

1
,
8
6
3
,
3
3
0

1
,
8
6
3
,
3
3
0

1
,
8
6
3
,
3
3
0

1
,
8
6
3
,
3
3
3

1
,
8
6
3
,
3
3
3

1
,
8
6
3
,
3
3
3

1
,
9
3
5
,
8
3
3

2
,
0
8
0
,
8
3
7

1
,
7
1
8
,
3
3
7

1
,
7
1
8
,
3
3
7

1
,
7
1
8
,
3
3
7

実
績

2
2
,
2
4
3
,
6
8
0

0
1
,
7
1
1
,
6
4
0

1
,
7
1
1
,
6
4
0

1
,
7
4
1
,
6
4
0

1
,
7
1
1
,
6
4
0

2
,
1
5
7
,
6
4
0

2
,
8
3
0
,
6
4
0

1
,
7
1
1
,
6
4
0

1
,
8
9
1
,
6
4
0

1
,
5
5
7
,
8
9
0

1
,
5
2
7
,
8
9
0

3
,
6
8
9
,
7
8
0

計
画

2
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0
0
,
0
0
0

5
5
0
,
0
0
0

8
0
0
,
0
0
0

4
5
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

実
績

2
,
7
6
3
,
3
2
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
5
5
,
0
7
5

1
,
0
2
3
,
5
7
5

1
,
4
8
4
,
6
7
5

計
画

3
,
4
5
6
,
2
3
8

2
3
5
,
8
6
0

1
,
0
0
5
,
9
5
1

4
4
9
,
5
9
8

1
5
9
,
8
6
0

1
6
4
,
0
9
8

1
5
9
,
8
6
0

2
8
6
,
4
9
7

1
6
2
,
8
6
0

3
1
3
,
5
9
8

1
6
7
,
8
6
0

1
8
1
,
0
9
8

1
6
9
,
0
9
8

実
績

1
,
8
3
3
,
8
9
2

7
2
,
9
7
9

3
0
8
,
6
3
7

3
0
4
,
9
3
5

1
7
9
,
1
1
3

8
0
,
7
1
1

1
9
6
,
4
3
5

1
0
8
,
7
6
4

1
7
2
,
2
8
7

4
4
,
8
5
9

8
3
,
4
0
8

6
0
,
8
4
5

2
2
0
,
9
1
9

計
画

3
,
4
5
6
,
2
3
8

2
3
5
,
8
6
0

1
,
0
0
5
,
9
5
1

4
4
9
,
5
9
8

1
5
9
,
8
6
0

1
6
4
,
0
9
8

1
5
9
,
8
6
0

2
8
6
,
4
9
7

1
6
2
,
8
6
0

3
1
3
,
5
9
8

1
6
7
,
8
6
0

1
8
1
,
0
9
8

1
6
9
,
0
9
8

実
績

1
,
8
3
3
,
8
9
2

7
2
,
9
7
9

3
0
8
,
6
3
7

3
0
4
,
9
3
5

1
7
9
,
1
1
3

8
0
,
7
1
1

1
9
6
,
4
3
5

1
0
8
,
7
6
4

1
7
2
,
2
8
7

4
4
,
8
5
9

8
3
,
4
0
8

6
0
,
8
4
5

2
2
0
,
9
1
9

計
画

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

実
績

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

計
画

5
5
,
6
3
2
,
5
1
9

4
,
4
9
0
,
8
4
0

4
,
4
9
0
,
8
4
0

4
,
4
9
0
,
8
4
0

4
,
4
9
0
,
8
4
0

4
,
4
9
0
,
8
4
0

5
,
2
3
4
,
8
4
0

4
,
6
4
6
,
0
6
0

4
,
6
4
6
,
0
5
9

4
,
6
4
6
,
0
5
9

4
,
6
4
6
,
0
5
9

4
,
6
4
6
,
0
6
1

4
,
7
1
3
,
1
8
1

実
績

5
3
,
6
5
7
,
7
5
8

3
,
7
5
4
,
7
7
5

4
,
4
8
1
,
8
3
5

4
,
4
3
2
,
8
0
8

4
,
5
1
3
,
5
2
7

4
,
4
6
8
,
5
2
1

4
,
4
4
9
,
2
5
9

7
5
0
,
1
3
9

1
,
3
4
1
,
7
5
7

7
2
4
,
3
2
3

1
6
,
0
3
4
,
6
6
7

4
,
6
0
6
,
7
2
2

4
,
0
9
9
,
4
2
5

計
画

1
,
8
2
8
,
6
2
0

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

実
績

1
,
7
6
8
,
9
9
2

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

1
5
2
,
3
8
5

0
0

0
6
0
9
,
5
4
0

1
5
2
,
3
8
5

9
2
,
7
5
7

計
画

3
6
,
8
1
1
,
3
8
0

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

実
績

3
5
,
6
1
1
,
0
2
0

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

3
,
0
6
7
,
6
1
5

0
0

0
1
2
,
2
7
0
,
4
6
0

3
,
0
6
7
,
6
1
5

1
,
8
6
7
,
2
5
5

計
画

6
,
4
1
7
,
3
3
1

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
8

5
3
4
,
7
7
7

5
3
4
,
7
7
7

5
3
4
,
7
7
7

5
3
4
,
7
7
7

5
3
4
,
7
7
7

実
績

6
,
2
0
8
,
0
4
2

5
3
4
,
7
7
5

5
3
4
,
7
7
5

5
3
4
,
7
7
5

5
3
4
,
7
7
5

5
3
4
,
7
7
5

5
3
4
,
7
7
5

0
0

0
2
,
1
3
9
,
1
0
0

5
3
4
,
7
7
5

3
2
5
,
5
1
7

計
画

9
,
1
7
2
,
4
4
6

6
3
1
,
2
2
8

6
3
1
,
2
2
8

6
3
1
,
2
2
8

6
3
1
,
2
2
8

6
3
1
,
2
2
8

1
,
3
7
5
,
2
2
8

7
8
6
,
4
4
8

7
8
6
,
4
4
8

7
8
6
,
4
4
8

7
8
6
,
4
4
8

7
8
6
,
4
4
8

7
0
8
,
8
3
8

実
績

8
,
7
0
8
,
7
1
8

0
6
3
3
,
6
6
8

5
8
4
,
6
4
1

6
6
3
,
8
0
4

6
1
8
,
7
9
8

6
9
4
,
4
8
4

6
5
3
,
5
3
5

1
,
1
4
2
,
3
2
3

7
2
4
,
3
2
3

7
6
7
,
8
8
2

7
2
8
,
8
8
3

1
,
4
9
6
,
3
7
7

計
画

1
,
4
0
2
,
7
4
2

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
4

1
0
4
,
8
3
6

2
4
9
,
5
6
6

実
績

1
,
3
6
0
,
9
8
6

0
9
3
,
3
9
2

9
3
,
3
9
2

9
4
,
9
4
8

9
4
,
9
4
8

0
9
6
,
6
0
4

1
9
9
,
4
3
4

0
2
4
7
,
6
8
5

1
2
3
,
0
6
4

3
1
7
,
5
1
9

計
画

1
1
,
7
0
5
,
6
3
6

8
8
1
,
4
4
4

1
,
0
1
9
,
3
8
4

1
,
0
2
5
,
7
1
8

8
9
0
,
8
5
3

8
9
0
,
7
1
1

1
,
1
4
4
,
7
9
9

9
3
7
,
4
0
3

9
6
8
,
1
5
8

1
,
0
2
0
,
8
0
2

9
6
6
,
3
1
9

9
4
2
,
4
4
5

1
,
0
1
7
,
6
0
0

実
績

1
1
,
9
5
7
,
1
8
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
1
,
9
5
7
,
1
8
1

計
画

1
1
,
7
0
5
,
6
3
6

8
8
1
,
4
4
4

1
,
0
1
9
,
3
8
4

1
,
0
2
5
,
7
1
8

8
9
0
,
8
5
3

8
9
0
,
7
1
1

1
,
1
4
4
,
7
9
9

9
3
7
,
4
0
3

9
6
8
,
1
5
8

1
,
0
2
0
,
8
0
2

9
6
6
,
3
1
9

9
4
2
,
4
4
5

1
,
0
1
7
,
6
0
0

実
績

1
1
,
9
5
7
,
1
8
1

1
1
,
9
5
7
,
1
8
1

計
画

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

9
,
6
9
5
,
8
8
5

1
1
,
2
1
3
,
2
2
0

1
1
,
2
8
2
,
8
9
5

9
,
7
9
9
,
3
8
0

9
,
7
9
7
,
8
2
5

1
2
,
5
9
2
,
7
9
5

1
0
,
3
1
1
,
4
3
6

1
0
,
6
4
9
,
7
3
9

1
1
,
2
2
8
,
8
2
5

1
0
,
6
2
9
,
5
1
1

1
0
,
3
6
6
,
8
8
7

1
1
,
1
9
3
,
6
0
2

実
績

1
3
2
,
7
5
8
,
5
2
1

5
,
7
5
1
,
0
6
4

9
,
8
7
5
,
6
9
3

9
,
3
2
9
,
7
1
5

1
0
,
5
6
4
,
5
2
9

9
,
5
4
2
,
5
9
6

1
0
,
2
2
5
,
3
8
5

7
,
0
7
4
,
6
1
2

6
,
3
5
2
,
6
1
3

5
,
6
3
0
,
5
5
1

2
1
,
8
0
0
,
3
0
2

1
0
,
3
2
3
,
0
3
6

2
6
,
2
8
8
,
4
2
5

計
画

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

9
,
6
9
5
,
8
8
5

2
0
,
9
0
9
,
1
0
5

3
2
,
1
9
2
,
0
0
0

4
1
,
9
9
1
,
3
8
0

5
1
,
7
8
9
,
2
0
5

6
4
,
3
8
2
,
0
0
0

7
4
,
6
9
3
,
4
3
6

8
5
,
3
4
3
,
1
7
5

9
6
,
5
7
2
,
0
0
0

1
0
7
,
2
0
1
,
5
1
1

1
1
7
,
5
6
8
,
3
9
8

1
2
8
,
7
6
2
,
0
0
0

実
績

1
3
2
,
7
5
8
,
5
2
1

5
,
7
5
1
,
0
6
4

1
5
,
6
2
6
,
7
5
7

2
4
,
9
5
6
,
4
7
2

3
5
,
5
2
1
,
0
0
1

4
5
,
0
6
3
,
5
9
7

5
5
,
2
8
8
,
9
8
2

6
2
,
3
6
3
,
5
9
4

6
8
,
7
1
6
,
2
0
7

7
4
,
3
4
6
,
7
5
8

9
6
,
1
4
7
,
0
6
0

1
0
6
,
4
7
0
,
0
9
6

1
3
2
,
7
5
8
,
5
2
1

計
画

0
2
2
,
4
9
6
,
1
1
5

1
1
,
2
8
2
,
8
9
5

0
2
2
,
3
9
0
,
6
2
0

1
2
,
5
9
2
,
7
9
5

0
2
1
,
8
7
8
,
5
6
4

1
1
,
2
2
8
,
8
2
5

0
2
1
,
5
6
0
,
4
8
9

1
1
,
1
9
3
,
6
0
2

0
実
績

-
1
,
2
2
9
,
5
2
1

2
6
,
4
4
0
,
9
3
6

1
6
,
5
6
5
,
2
4
3

7
,
2
3
5
,
5
2
8

2
8
,
8
6
0
,
9
9
9

1
9
,
3
1
8
,
4
0
3

9
,
0
9
3
,
0
1
8

3
4
,
2
0
8
,
4
0
6

2
7
,
8
5
5
,
7
9
3

2
2
,
2
2
5
,
2
4
2

3
2
,
6
1
4
,
9
4
0

2
2
,
2
9
1
,
9
0
4

▲
 
1
,
2
2
9
,
5
2
1

衛
生
用
品
ほ
か

各
種
委
託
業
務

支
　
出
　
計

支
出
累
計

収
支
差
額

そ
の
他
経
費

仮
払
消
費
税

仮
払
消
費
税

普
及
活
用
補
助
員
ほ
か

普
及
活
用
補
助
員
ほ
か

理
事
長
ほ
か

普
及
活
用
課
職
員
ほ
か

理
事
長
ほ
か

共
済
費

賃
金

共
済
費

運
営
業

務

施
設
利
用
ほ
か

役
員
報
酬

職
員
給
与

人
件
費コ

ロ
ナ
対
策
備
品
等

除
排
雪

施
設
の
維
持
等

複
写
機
借
上
ほ
か

電
気
料
ほ
か

清
掃
、
空
調
機
保
守
ほ
か

除
排
雪

管
理
経
費

維
持
管

理
業
務

区
　

　
　
分

内
　
　
　
　
　
訳

- 35 -



計画 実績 差引

負担金 指定管理業務負担金 117,056,364 119,571,819 2,515,455

その他収入 11,705,636 11,957,181 251,545

仮払消費税 11,705,636 11,957,181 251,545

128,762,000 131,529,000 2,767,000

年間収支実績に関する内訳

収　入　計

収 入 の 部 （ 明 細 ）

区　　　分 内　　　　　訳
金額

別表３
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計画 実績 差引

事業費 7,016,847 5,645,679 ▲ 1,371,168

調査研究事業 4,097,104 3,127,507 ▲ 969,597

重要遺跡確認調査 測量調査ほか 2,811,763 2,509,065 ▲ 302,698

埋蔵文化財の調査研究 資料収集ほか 530,259 307,852 ▲ 222,407

分析・鑑定保存処理 木製品・金属製品保存処理ほか 466,000 10,008 ▲ 455,992

研修会等 289,082 300,582 11,500

収蔵・保管事業 42,500 31,688 ▲ 10,812

収蔵・保管 コンテナほか 42,500 31,688 ▲ 10,812

普及・啓発事業 2,877,243 2,486,484 ▲ 390,759

収蔵資料展示公開 常設展示ほか 1,396,800 1,098,921 ▲ 297,879

資料の特別利用 資料の貸出等 63,000 0 ▲ 63,000

年報等の作成・配布 調査年報の作成ほか 510,000 718,200 208,200

講座等の開催 考古学教室の開催ほか 900,992 669,363 ▲ 231,629

協賛事業 教育関連事業共催 6,451 0 ▲ 6,451

管理経費 54,406,998 61,497,903 7,090,905

維持管理業務 50,950,760 59,664,011 8,713,251

施設の維持等 電気料ほか 26,680,760 34,657,006 7,976,246

各種委託業務 清掃、空調機保守ほか 22,070,000 22,243,680 173,680

除排雪 除排雪 2,200,000 2,763,325 563,325

 

運営業務 3,456,238 1,833,892 ▲ 1,622,346

施設利用ほか 複写機借上ほか 3,456,238 1,833,892 ▲ 1,622,346

コロナ対策備品等 衛生用品ほか 0 0 0

0

人件費 55,632,519 53,657,758 ▲ 1,974,761

報酬 所長・副所長 1,828,620 1,768,992 ▲ 59,628

職員給与 普及活用課職員ほか 36,811,380 35,611,020 ▲ 1,200,360

共済費 所長・副所長ほか 6,417,331 6,208,042 ▲ 209,289

賃金 普及活用補助員ほか 9,172,446 8,708,718 ▲ 463,728

共済費 普及活用補助員ほか共済費 1,402,742 1,360,986 ▲ 41,756

その他経費 11,705,636 11,957,181 251,545

仮払消費税 11,705,636 11,957,181 251,545

128,762,000 132,758,521 3,996,521

年間収支実績に関する内訳

支　出　計

支 出 の 部 （ 明 細 ）

金額(円)
区　　　分 内　　　　　訳
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 別紙４ 

 

管理の目標に係る達成状況に関する事項 

 

 管理の目標達成計画に対する実績（目標達成のため講ずべき措置等の実施状況、目標達成度の評

価結果、目標達成状況に関する説明等） 

                                                      

１ 目標達成のため講ずべき措置等の実施状況 

 （1）目標に対する実績 

 

 達成目標 業績指標 実    績 

 ①調査研究 ・重要遺跡確認調査 

（遺跡内容の把握） 

１遺跡 ○ 興部町興部豊野竪穴群（B）の調査を実施し

た。   

・市町村埋蔵文化財担当 

職員研修会等の実施 

年２回 

○ 北見市において出前研修会を実施した。 

○ 道立センターでの研修会は令和５年12月15

日に実施した。 

 ②利用の促進 ・公開展示（常設展） 

 （常設展示室利用） 

通年１回 

（模様替え年1

回以上） 

○  通年開催した。 

・企画展に合わせた６回を含め、平均して２ヶ 

月に１回程度の模様替えを行った。 

・公開展示（企画展） 

（ホール・ロビー利用） 

「北の縄文展」

を含み年２回 
○ 年４回開催した。 

・利用者数  6,800人 
○ 7,975人の利用者があった。 

・年間を通し、新型コロナウイルス感染拡大防

止対策の影響による減少が顕著であった。 

 ③普及啓発の

  推進 

・講座等の開催  年１９回 

（一般講座５回

体験講座５回

出前講座７回

講演会２回） 

○ 年２１回実施した。 

・講演会 ３回（報告会１回含む） 

・考古学講座  ５回  

・こども考古学教室 ５回  

・出前講座 ８回  （ほかに講師派遣７回） 

 ④利用者満足

  度の向上 

・利用者満足度の向上  80％以上 ○ 北海道教育委員会で実施した調査結果では

満足・やや満足が93.8％であった。 

○ 財団で行った満足度調査では満足・やや満

足が91％であった。また、講座・講演会で実施

した結果は89.2％であった。 

 ⑤地域住民等 

との協働推進 

・地域住民や関係機関との

協働及び、住民、学校、公

立施設等の協 

 年１回以上 ○ 周辺施設と協働での事業を２回実施した。 

（かるちゃるnet事業２回） 

○ 文京台地区教育３施設連携事業では合同で 

リーフレットを作成した。 

○ 近隣教育機関等との連携講座（博物館実習 

、体験学習・施設見学等）を計２９回行った。 
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 (2) 取組の実施状況 

  ア 調査研究事業 

    ・ 重要遺跡確認調査は、興部町興部豊野竪穴群（B）の調査を行った。令和５年度は前年

度の測量調査により確認した竪穴 26か所のうち、形状から擦文文化期の竪穴住居である

可能性が高い 2か所、遺構である可能性の低い 8か所の調査を実施した。この結果、前

者は掘り上げ土の切りあいから重複関係のある 3軒の竪穴住居であった。いずれも北西

－南東方向に長軸があり、カマドを南東側に設ける擦文文化期のものであることがわか

った。後者のうち北側分布域の 3か所と、南側分布域の沢に向かう傾斜に位置する 3か

所は、対となる近代の炭窯 2基とその付属施設であることが分かった。また、南側分布

域の最南端に位置する 2か所のうち 1か所は全長 3ｍ程度の小規模な竪穴住居であること

が分かったが、1か所はその実態を解明するに至らなかった。 

   ・ 埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を

行うこと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発すること、の課題を中心に

保管出土品を活用した調査研究を実施した。 

①当センターで収蔵保管している滑石製遺物の産地同定を目標として、比較資料として

採取した道内外の岩石試料に対し、鉱物ごとの科学組成値の測定を昨年度から継続して

おこなっている。今年度は分析精度の向上を目指し、測定試料数を増やしていった。使

用機器は電子顕微鏡（JSM-IT200）である。 

②保管遺物を活用した体験学習の開発については、考古学講座「縄文人に挑戦」におい

てベンケイガイを素材とした貝輪の製作実験を行った。 

   ・ 市町村埋蔵文化財担当職員を対象とした埋蔵文化財担当職員研修会は、北見市において

出前研修会「竪穴建物等復元の実際について（Ⅱ）」実施した。また北海道立埋蔵文化

財センターで埋蔵文化財担当職員研修会「埋蔵文化財発掘調査の現状と文化財デジタル

データの利活用について」を実施した。 

  イ 利用の促進 

・ 所蔵資料等により、通年の常設展示並びに年４回の企画展を開催した。企画展の開催・

終了に伴う６回の模様替えを含め、平均して月１回程度の模様替えを行った。 

・ 年間利用者数は7,975人で、目標指数 6,800人を 1,175人上回った。年間を通し、新型

コロナウイルス感染拡大防止対策の影響による減少が顕著であった。 

   ・ 年間行事予定、施設案内、展示案内、講演会等の各事業、縄文工房体験コーナー紹介等

のリーフレット・パンフレット・ポスター・チラシ類を作製した。 

・ 野幌森林公園を散策しながらの利用を考え、かるちゃる net構成施設に広報資料を設置

した。 

   ・ 体験コーナーの利用者が来館者数の大きな比率を占めていることから、例年、個人や家

族などで気軽に楽しく利用できるよう体験コーナーの充実、新規メニューの開発を行い、

満足度の向上を図った。 

   ・ 一般向け、児童向け主要蔵書目録をホームページ上に公開した。 

   ・ 団体見学利用申込書を定め、受付の簡略化を図った。 

   ・ 体験講座等の内容をホームページ上に公開するなどして情報の提供を行い、団体見学の

イメージづくり、時間配分などの参考となるようにした。 

   ・ 各種広報誌や報道機関を積極的に活用するとともに、リーフレットやチラシの配布、ポ

スターの掲示などにより施設や講演会等事業の情報発信を行った。ただし、外出自粛要

請やイベントの定員減数措置を行っている状況から、例年と比較して規模を縮小した。 

   ・ 外国人利用者への対応として、日本語と英語・中国語・韓国語・ロシア語をそれぞれ併

記した施設の概要案内４種のリーフレットを作製した。 

  ウ 普及・啓発事業 

・ 一般道民を対象とした講演会等を年３回、考古学講座を年５回、児童生徒対象の体験型

講座こども考古学教室を年５回（以上道民カレッジ連携）、児童生徒対象の市町村での

体験型出前講座を年８回実施した。 

    ・ 関連施設等から寄せられる展示会・講座等の開催情報（ポスター・リーフレットな

ど）を速やかに館内掲示するなどして、来館者に情報提供を行った。 

- 39 -



 

２ 目標達成に関する説明等 

 (1) 調査研究事業 

  ・ 重要遺跡確認調査は、興部町興部豊野竪穴群（B）について計画通りの調査を行った。 

    ・ 埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を行

うこと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発すること、の課題を中心に保管出

土品を活用した調査研究を実施した。 

  ・ 市町村埋蔵文化財担当職員を対象とした埋蔵文化財担当職員研修会は、北見市において出

前研修会、北海道立埋蔵文化財センターで埋蔵文化財担当職員研修会を実施した。 

 (2)  利用の促進 

  ・ 通年の常設展示並びに年４回の企画展を計画どおり開催した。 

・ 年間利用者数は7,975人で、目標指数 6,800人を 1,175人上回った。年間を通し、新型

コロナウイルス感染拡大防止対策の影響を受けた結果と考える。 

(3) 普及・啓発事業 

  ・ 講演会及び調査報告会は、新型コロナウイルス感染症に係る道教委からの通知や国・道の

設定する警戒ステージに基づき、定員減数措置を行ったうえで、計画通りの回数を実施し

た。 

  ・ 考古学講座は５回の計画のうち５回実施した。 

  ・ こども考古学教室は目標指標の５回を達成した。 

・ 市町村への出前講座は８回実施した。 

  ・ このほか、近隣市町村等からの講座等の要望に対しては講師派遣として対応し、６回実施

した。 

 

３ 目標達成度の評価結果 

 (1) 調査研究事業 

  ・ 重要遺跡調査について、調査計画など北海道教育委員会と適宜協議しながら行い、計画ど

おりの事業を達成できたと考える。 

・ 埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を行

うこと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発することの課題を中心に保管出土

品を活用した調査研究を実施した。①では分析精度の向上のため測定試料数を増やしてデー

タを蓄積し、②では製作に必要な道具・技術・素材採取地の確認など多くの情報を取得して

考古学講座に活かすことができたと考える。 

・ 市町村職員を対象とした研修会、北海道立埋蔵文化財センターでの研修会については、計

画どおり実施した。 

 

(2) 普及・啓発事業 

   ・ 各事業の回数については、管理の目標における事業指標は達成できており、計画どおり事

業をおこなうことができたものと考える。利用者数については依然として新型コロナウイル

ス感染症の影響を少なからず受けた結果となった。 

    来館者数に反映させるため、出前講座や講師派遣の際の学校施設等での活用の働きかけ

や、館外での各種イベント参加など、多様な形で施設のＰＲと普及啓発を行っていくことが

重要となる。 
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別紙５ 

 

その他教育委員会が必要と認める事項 

 

１ 当該年度に甲が実施した満足度調査の結果及びこれに対する改善措置等の状況（改善措置、次

年度業務計画への反映等） 

 

(1) 調査結果（調査件数130件） 

  ア 利用者の性別 

        「男性」54.8％、「女性」45.2％である。前年度比で女性の割合が 1.1ポイント微増し

た。 

イ 年齢 

        「70歳以上」24.6％、「60代」23.8％、「50代」19.2％、「40代」13.1％、「10代以

下」12.3％、「30代」4.6％、「20代」2.3％である。前年比で 60代が 18.3ポイント、70

歳以上が 4ポイント増加した。10代以下は 14.2ポイント、30代は 4.2ポイント減少した。 

   50代、40代、20代は 1.6～0.6ポイント減少した。昨年度に比較して大きな変動がみられ

るが、10代以下の結果は来館者比率と相関しておらず、アンケートの依頼・協力の有無の

影響を受けていると考えられる。 

  ウ 職業 

        「無職」28.9％、「会社員・公務員」26.6％、「その他」11.7％、「学生」10.9％、「自

営業」5.5％である。昨年度に比べ、無職が 13.7ポイント、自営業が 5.5ポイント、その他

が 2.6ポイント増加している。学生は 16.4ポイント、会社員・公務員は3.7ポイント、主

婦は 1.8ポイント減少した。 

  エ 住所 

        「道内」97.7％、「道外」2.3％である。道内の利用者がほとんどである。新型コロナウ

イルイス感染症の影響により道外からの往来が自粛された前年度の状況から少しずつ天下

が見られる。 

オ 施設を知った理由 

        「パンフレット・チラシ」30.8％、「知人・友人の紹介」16.4％、「インターネット」

14.5％、「広報誌」13.2％、「学校」5.7％、「新聞・雑誌」4.4％である。昨年度に比べ、

パンフレット・チラシによる効果が 18.3ポイントと大幅に増加し、対してインターネット

が 18ポイント減となった。厚別区や江別市内の図書館、公民館に重点的にポスター・チラ

シ等を配置した効果とみられる。 

カ 利用状況 

        「年数回」62.5％、「月数回」14.8％、「初めて」12.5％、「数年に 1度」9.4％、「週

数回」0.8％である。昨年度に比べ、「年数回」が33.1ポイント、「月数回」が 0.1ポイン

ト増加し、「初めて」が28.7ポイント、「数年に 1度」が 2.4ポイント、「週数数回」が

2.1ポイント減少した。 

キ 利用目的 

        「講座・講演会への参加」63.3％、「展示品の観覧」26.5％、「その他」10.2％である。

昨年度に比べ「講座・講演会への参加」が 57.4ポイント増加し、「その他」（体験コーナ

ー）が 40.8ポイント減少した。 

    ク 満足度 

    総合的な満足度は、「満足」75.0％、「やや満足」18.8％で、合わせて 93.8％で、昨年

度の 100％から 6.8ポイント減少である。 

 

 (2) 改善措置等の状況 

  ア 施設を知った理由について、知人・友人の紹介の割合が高い。施設について好印象を持っ

ていただけているものと思われ、引き続き維持していきたい。 

  イ 「年数回」「月数回」の利用が増加したことから、アンケートに協力してくれた年齢層が

比較的高い結果とみられる。 
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 (3) 次年度業務計画への反映 

    ア 年度当初や事業ごとに、道内主要博物館・美術館等、近隣の小・中学校、高校、大学、近

隣の公共施設・観光施設・商業施設などへパンフレット、行事予定、ポスター、チラシなど

を送付・配布しているが、今年度その効果が認められたため、引き続きパンフレット等を送

付・配布し周知を図ることとする。 

イ ホームページで情報収集する来館者も多いとみられることから、今後も内容を充実してい

く。 

    ウ 講演会・講座、特にこども考古学教室の参加が安定していることから、興味を持ってもら

える企画内容を引き続き検討していく。 

    エ 体験コーナーについては、令和４年度の２月から再開しており、順調な利用が見られる。 

   オ パンフレット・チラシの配布、財団の広報誌での紹介はこれまでと同様に行いながら、

機会があれば、今年度行った北海道生涯学習協会（かでる 2・7）の情報交流広場でのパネル

展や、民間の雑誌（じゃらんほか）への掲載など、広報方法や内容をさらに充実することと

したい。 

 

２ 乙が自ら実施した利用者満足度調査の把握のための取組の実績、苦情・意見等の内容及び対応

の概要（改善措置、次年度業務計画への反映等） 

 

 (1) 満足度調査の結果 

    ア 来館者（展示、体験、施設見学） 

   ・  性別 

     「女性」が54.3％、「男性」が 45.7％である。 

   ・  満年齢 

      「～12」が 42.3％、「45～64」が 21.1％、「25～44」が 15.5％、「65～74」が

14.1％、「75～」が4.2％、「13～15」および「19～24」が共に 1.4％である。 

   ・  職業等 

      「小学生」が 38.8％、「会社員・公務員・団体職員」が22.4％、「その他」が

17.9％、「無職」が14.9％、「自営業」が 3.0％、「中学生」が 1.5％である。 

・  居住地 

   「道内」が 93％、道外が 7％である。「道内」のうち「札幌」が55％、「江別」が

31％、「江別」が 31％、「石狩」「岩見沢」が各3％、「伊達」「栗山」が各 1.5％

である。「道外」は「東京」「埼玉」「愛知」「大阪」「上海」である。 

・ 催し内容、展示品の満足度 

        「満足」73.2％、「やや満足]17.9％で、合わせてが 93.1％である。 

      ・  施設の利用 

          「初めて」と「年に数回」がともに40.6％で合わせて 81.2％を占める。次いで「月に

数回」が 14.5％、「数年に 1度」が 4.3％である。 

   ・ 情報源 

「インターネット」が30.6％、「家族・知人の紹介」が 27.4％、「その他」が

16.1％、「パンフレット」が 12.9％、「広報誌」が 6.5％、「学校」が 4.8％、「新聞・

雑誌」が 1.6％である。インターネット」と「家族・知人の紹介」で 58％を占める。 

    ・ 利用目的 

       「体験学習」が 46.1％、「展示の閲覧」が 44.9％、「講座・講演会への参加」が

4.5％、「その他」が3.4％、「図書閲覧」が1.1％である。アンケートが展示室の入り

口に設置したことから、展示閲覧目的の利用者比率が高い結果となったとみられる。 

 

イ 講演会・講座（講演会 2回・調査報告会 1回・考古学講座 2回の計 5回の平均） 

  ・ 性別 

    「男性」が75.7％、女性が 24.3％である。 

・  年齢 
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「64～74」が 49.8％、「45～64」が 28.8％、「75～」が 16.3％、合わせて 94.9％を占

める。 

  ・ 居住地 

    全て「道内」であり、「札幌」・「江別市内」が 83.8％と主体である。そのほか、「石

狩」「北広島」「恵庭」「千歳」「小樽」「長沼」「深川」「留萌」からの来場がある。 

 ・ 講座等を知った方法 

     実施回によって差がみられる。「パンフレット」が 39.7～50.7％、「インターネッ

ト」が 23.9～37.8％、「道民カレッジ連携講座一覧」が 7.5～26.5％と、これらで 79.2～

93.2％を占める。特にパンフレット配付による広報の効果があったと思われる。「広報誌」

は 2.7～6.0％、「家族・知人の紹介」は 0～5.9％、「新聞・雑誌」は0～4.5％、「テレ

ビ・ラジオ」は 0％、「その他」は 1.4～4.5％である。 

 ・ 内容満足度 

    各回とも「満足」・「やや満足」が主体を占め、72.2～100％で推移している。「やや不

満」・「不満」は合わせても 3.0％以下に留まった。 

  ・ 満足度の理由 

    実施回によって大きく差がみられる。「興味がわいた」が 52.9～91.2％である。「より

専門的に」は 2.0～12.5％、「もっと一般的に」が3.5～27.5％、「難解だ」が 0～17.6％

となっており、参加者とって難解に感じられる回もあった。現状の水準を求める層とのバラ

ンスを考えつつ、専門的情報を取り入れる工夫を模索していく必要がある。 

 

 (2)  改善措置等の状況 

  ・ アンケートは、来館者が 70名から、講演会・講座が 5講座で計 218名からいただいた。 

   特に後者に関しては、回収率は 89.3％と良好であった。 

  ・ 展示への評価に加え、スタンプ手帳、シールラリー、持ち帰り体験キット等の企画が高い

評価を得ている。体験に関する需要が高いため、体験メニューやスタンプ、シールラリーの

リニューアルを継続的に進めていく必要がある。 

  ・ 来館者の「満足」「やや満足」は 93.1％、講演会・講座参加者の「満足」「やや満足」

は 72.2～100％であり、平均すると 90％以上を維持しており、展示内容や体験メニュー、講

演会・講座の内容、さらには職員やスタッフの応対も含めて、一定の評価をいただいている

ものととらえられる。 

 

(3) 次年度業務計画への反映 

  ・ 人づてで周知が広がってきていることと、チラシの配布などの効果もあると思われること

から引き続きＰＲの方法について継続していきたい。 

  ・ インターネットを見て来館する方も多いことから、ホームページの内容もさらに充実させ

ていくこととする。 

  ・ 新聞・雑誌等へできる限り掲載することとし、センターを知っていただくきっかけを増や

して新規利用者増に繋げていきたい。 

    ・ 事業内容の充実を図り、職員及びスタッフの来館者への対応に十分配慮しながら事業を行

っていく。 

  ・ こどもから大人まで、それぞれが楽しめるような事業や新しいしかけなど、利用者にとっ

てさらに魅力ある施設となるための工夫を考えていく。 

 

３ 苦情・意見等 

  令和 5年度において苦情等はなかったが、「施設自体は良いが広報が足りない。もっと存在を

ＰＲすべき」とのご意見を口頭でいただいた。 
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